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カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』を
読
む

ケ
ア
か
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
ま
で

所
得
分
布
の
要
因
分
解
法

The Decomposition of Income Distributions田
尻
芳
樹
・
三
村
尚
央 

編
／

森
川
慎
也（
人
文
学
部
准
教
授
）
他
共
著

木
村
和
範（
名
誉
教
授
・
前
学
長
）
著

定
価
（
本
体 

三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

二
、九
〇
〇
円
＋
税
）

ク
ロ
ー
ン
を
め
ぐ
る
倫
理
問
題
や
「
信
用
で
き
な
い
語

り
」
な
ど
の
小
説
技
法
、
さ
ら
に
本
邦
未
訳
で
あ
る
海

外
の
代
表
的
な
イ
シ
グ
ロ
論
も
紹
介
。
カ
ズ
オ
・
イ
シ

グ
ロ
の
稀
有
な
る
創
造
力
の
核
心
に
迫
る
。

高
齢
化
は
、「
見
か
け
上
」
の
所
得
格
差
を
拡
大
さ
せ
た

の
か
。
本
書
は
、「
見
か
け
上
」
論
の
根
拠
と
な
る
人
口

動
態
効
果
の
実
体
的
基
礎
と
実
質
的
意
味
を
考
察
。
所

得
分
布
に
関
す
る
統
計
解
析
論
の
新
展
開
。

水声社 共同文化社

グ
ラ
ー
フ
氏
が
「
宗
教
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
と
題
し
て
報
告
を
行

い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
学
習

院
大
学
教
授
の
末
廣
昭
氏
が
「
経

済
開
発
と
社
会
的
公
正
：
タ
イ
の

経
験
」、
本
学
か
ら
は
経
済
学
部

教
授
の
宮
島
良
明
氏
が
「
コ
ミ
ュ

本学国際会議場で開催された国際開発キックオフ・シンポジウム

ニ
テ
ィ
開
発
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
同

講
師
の
牛
久
晴
香
氏
が
「
農
民

の
生
活
世
界
か
ら
み
る
開
発
と

国
際
市
場
：
ガ
ー
ナ
の
「
か
ご

バ
ッ
グ
」
産
地
を
事
例
に
」
と

題
し
て
報
告
し
、
経
済
的
側
面

の
み
な
ら
ず
宗
教
や
文
化
的
な

側
面
を
交
え
て
開
発
政
策
の
あ

り
方
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

開
発
研
究
所
で
は
設
立
以
来
、

北
海
道
開
発
へ
の
貢
献
を
掲
げ

て
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
間
大
き
く
進

展
し
た
①
経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
②
ア
ジ
ア
諸
国
の
経

済
成
長
、
③
人
口
減
少
と
労
働

力
不
足
な
ど
を
背
景
に
、
①
外

国
人
観
光
客
の
増
加
、
②
外
国

人
技
能
実
習
生
な
ど
定
住
外
国

人
の
増
加
、
③
道
内
企
業
の
海

外
進
出
、
④
輸
出
拡
大
の
動
き

な
ど
、
北
海
道
開
発
も
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
お
り
、
研
究
所

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
野
で
研
究
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
世
界
に
視
野
を
広
げ

る
と
、
開
発
（
政
策
）
研
究
は
発

展
途
上
国
を
中
心
に
分
厚
い
研

究
・
実
践
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
蓄
積
を
積
極
的
に
吸

収
す
る
こ
と
が
北
海
道
の
開
発

（
政
策
）
研
究
の
発
展
に
も
役
立

つ
と
の
観
点
に
立
ち
、
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
次
第
で

す
。（
詳
し
い
内
容
は
『
開
発
論

集
』
に
掲
載
予
定
で
す
。）

　

10
月
４
日
、
開
発
研
究
所
主

催
で
「
国
際
開
発
キ
ッ
ク
オ
フ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
―
伝
統
・
開

発
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
：
国
際
開
発

の
課
題
と
展
望
―
―
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
基
調
講
演
は
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
名
誉
教
授
の
Ｆ
・
Ｗ
・

　

10
月
５
日
（
土
）
に
、
来
日

中
の
Ｆ
・
Ｗ
・
グ
ラ
ー
フ
教
授

に
よ
る
札
幌
市
─
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

市
姉
妹
都
市
友
好
公
開
講
演
会

兼
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
特

別
講
演
会
を
、
本
学
Ｄ
30
教
室

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
安
酸
学

長
よ
り
、
グ
ラ
ー
フ
教
授
の
紹

介
と
、
グ
ラ
ー
フ
教
授
が
同
日

午
前
中
に
秋
元
克
広
市
長
を
表

敬
訪
問
し
た
こ
と
の
報
告
が
さ

れ
た
後
、
グ
ラ
ー
フ
教
授
の
講

演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ー
フ
教
授
は
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
多
様
性
と
Ｅ
Ｕ
の
現

状
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
多
様
性
に

富
ん
だ
地
域
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

多
様
性
を
受
容
す
る
「
道
徳
的

多
元
主
義
」
を
育
ん
で
き
た
こ

と
が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
の

内
部
に
、
根
本
的
な
宗
教
的
・

文
化
的
価
値
観
の
対
立
を
い
つ

も
含
ん
で
お
り
、
今
日
の
Ｅ
Ｕ

を
取
り
巻
く
課
題
─
ロ
シ
ア
や

ア
メ
リ
カ
と
の
対
外
的
な
関
係
、

ユ
ー
ロ
圏
内
の
債
務
危
機
、
い

わ
ゆ
る
難
民
危
機
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
な
ど
─
に
対
し
て
統
一
的
な

対
応
を
取
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
、
と
グ
ラ
ー
フ
教
授
は
指

摘
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
共
通
し

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
体
験

す
る
契
機
で
も
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
こ
れ
か
ら
も
多
様
性

を
増
し
、
道
徳
的
多
元
主
義
を

深
め
な
が
ら
、
重
な
り
合
う
点

を
探
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
、

リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
人
と
し
て
の

グ
ラ
ー
フ
教
授
の
覚
悟
と
希
望

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
40

人
の
聴
衆
は
グ
ラ
ー
フ
教
授
の

講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
講

演
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
異
な

る
価
値
観
を
持
つ
者
が
共
存
す

る
可
能
性
と
困
難
さ
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
名
誉
教
授
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

グ
ラ
ー
フ
氏
を
本
学
に
迎
え
、
開
発
研
究
所
主
催
「
国
際
開
発
キ
ッ

ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
、「
札
幌
市
─
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
姉
妹
都

市
友
好
公
開
講
演
会 
兼 

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
特
別
講
演
会
」、

人
文
学
会
「
第
７
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ー
フ
教
授
は
、
神
学
史
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

１
９
９
９
年
に
は
ド
イ
ツ
で
最
も
権
威
あ
る
研
究
賞
で
あ
る
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
賞
を
、
神
学
者
と
し
て
初
め
て
受
賞
。
ま
た
、 

新
聞
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
上
で
、
今
日
の
社
会
問
題
や
宗
教
問
題
に
関
す
る
論
説
も
多

数
発
表
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
を
掘
り
さ
げ
た
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伝統・開発・グローバル化：国際開発の課題と展望
開発研究所 国際開発キックオフ・シンポジウム
伝統・開発・グローバル化：国際開発の課題と展望

開発研究所 国際開発キックオフ・シンポジウム

ミュンヘン大学 名誉教授 Ｆ・Ｗ・グラーフ氏を迎えて

主 な 記 事
令
和
元
年
度
９
月
期
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与	

２
面	

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑪	

経
済
学
部	

宮
本
章
史
准
教
授	

３
面

学
園
人
脈
記	

第
10
回　
　
　
　

		　
　

濱
内
勇
一
氏	

４
面	

第
５
回
学
生
住
宅
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト	

準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞	

５
面

学
生
と
保
護
者
の
た
め
の
就
職
活
動
情
報		

６
面

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム	

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験	

７
面

国
の「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」	

８
面	

株
式
会
社
イ
ン
セ
ン
ブ
ル

 

代
表
取
締
役

映
し
と
移
ろ
い 

─
文
化
伝
播
の
器
と
蝕
変
の
実
相

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
医
科
学
教
本

稲
賀
繁
美 

編
／
テ
レ
ン
グ
ト 

ア
イ
ト
ル（
人
文
学
部
教
授
）他
共
著

日
本
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
協
会 

著
／
長
田
夏
哉
・
山
ノ
井
髙
洋（
工
学
部
教
授
）
他
監
修

定
価
（
本
体
一
二
、八
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

一
、三
〇
〇
円
＋
税
）

多
文
化
間
の
文
化
伝
播
に
お
け
る
接
触
と
変
成
の
実
相
を
、「
う

つ
し
」「
う
つ
わ
」「
う
つ
ろ
い
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
頼
り
に
学
際

的
か
つ
多
角
的
に
分
析
。従
来
の
思
考
法
の
限
界
を
あ
ぶ
り
だ
し
、

こ
れ
ま
で
の
比
較
言
語
学
、
比
較
文
化
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
次

世
代
の
表
象
文
化
論
、
情
報
理
論
の
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
す
！

医
学
的
な
目
の
構
造
・
機
能
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
眼
外
傷
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
協
会
が
考
案
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ョ
ン
測
定
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
と
視
覚
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識
、
調
査
・
研
究
情
報
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
凝
縮
。

花鳥社ブックハウス・エイチディ

Law
 Practice

民
法
Ⅰ 

総
則
・
物
権
編 

〔
第
４
版
〕

千
葉
恵
美
子
・
潮
見
佳
男
・
片
山
直
也 

編
／
松
久
三
四
彦
（
法
務
研
究
科
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

三
、三
〇
〇
円
＋
税
）

法
学
部
３
・
４
年
生
お
よ
び
法
科
大
学
院
の
受
験
を
め
ざ

す
学
生
を
対
象
と
し
た
、
基
本
的
な
知
識
の
習
得
と
実

践
的
な
応
用
力
の
育
成
を
図
る
自
習
用
演
習
書
。
債
権

法
改
正
に
全
面
対
応
し
た
最
新
版
。

商事法務

原
価
計
算
ガ
イ
ダ
ン
ス 

〔
第
２
版
〕

柳
田
仁 

編
著
／
今
村
聡（
経
営
学
部
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

二
、六
〇
〇
円
＋
税
）

初
め
て
原
価
計
算
論
を
学
ぶ
学
生
や
日
商
簿
記
検
定
２

級
の
受
験
者
を
対
象
と
し
た
テ
キ
ス
ト
。
原
価
計
算
の

ル
ー
ル
集
で
あ
る
「
原
価
計
算
基
準
」
に
沿
っ
た
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
本
書
で
基
礎
的
知
識
と
計
算
の
習
得
を
。

中央経済社

戦
略
的
管
理
会
計
と
統
合
報
告

シ
ョ
ー
ン・ス
タ
イ
ン・ス
ミ
ス
著
／
伊
藤
和
憲
・
小
西
範
幸	

監
訳
／
関
谷
浩
行（
経
営
学
部
准
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

二
、九
〇
〇
円
＋
税
）

今
日
、
会
計
担
当
者
は
戦
略
志
向
を
持
っ
て
統
合
報
告

書
を
開
示
し
、
戦
略
情
報
を
収
集
す
る
戦
略
的
ヘ
ッ
ド

セ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
戦
略
的
管
理
会
計
の
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
分
析
。

同文舘出版

U
tsushi and U

tsurohi

─M
etem

psychosis and passage:
Recipients of Transcultural M

igration and H
aptic Transfigurations

　

本
学
人
文
学
会
は
、「
人
文
学

の
学
問
性
を
ど
う
担
保
す
る
か
」

を
大
会
テ
ー
マ
に
、
グ
ラ
ー
フ

氏
を
招
き
、
10
月
７
日
に
国
際

会
議
場
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
グ
ラ
ー
フ
教
授
か
ら
、

世
界
各
地
で
の
研
究
倫
理
向
上

の
取
り
組
み
、
特
に
ド
イ
ツ
に
お

け
る
研
究
不
正
検
証
の
た
め
の

独
立
組
織
で
あ
る
「
研
究
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
」
制
度
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
う
え
で
、
オ
ー
プ
ン
な
議

論
を
歓
迎
す
る
文
化
を
築
く
必

要
性
が
強
く
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
者
に
は
、
現
実
の
複
雑
さ

や
曖
昧
さ
や
矛
盾
を
誠
実
に
伝

え
る
こ
と
で
、
単
純
な
説
明
で

世
界
を
切
り
分
け
る
「
フ
ェ
イ

ク
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
対
抗
し
、

何
が
・
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
「
フ
ェ

イ
ク
」
と
み
な
さ
れ
た
の
か
を

明
か
に
す
る
責
任
が
あ
る
と
い

う
主
張
に
、
学
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
50
名
ほ
ど
の
聴
衆
は
深
く
共

感
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
本
学
人
文
学

部
の
小
柳
敦
史
准
教
授
が
、
最

近
の
日
本
に
お
け
る
研
究
不
正

の
実
例
を
取
り
上
げ
、
研
究
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
会

や
、
研
究
発
信
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
出
版
社
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
人
文
学
部
の
須
田
一

弘
教
授
が
、
研
究
「
不
正
」
は

悪
意
が
な
く
て
も
起
こ
り
得
る
、

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
は
見
た
い

情
報
だ
け
を
選
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
と
自
問
す
る
こ
と
が

研
究
者
に
は
求
め
ら
れ
る
と
コ

メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ブ
シ
ャ
ー 

ジ
ェ
レ
ミ
准
教
授
は
、
人
文
学

研
究
の
「
弱
い
文
法
」
と
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
権
力
構
造

を
指
摘
し
、
不
正
を
研
究
者
個

人
の
問
題
と
し
て
だ
け
追
及
す

る
の
で
は
な
く
、
構
造
的
な
問

題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
だ
と

主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

様
々
な
論
点
に
つ
い
て
活
発
な

討
論
が
展
開
さ
れ
、
研
究
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
問
い
直
す
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

人
文
学
会 

第
７
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

人文学部
 特別講演会

人
文
学
の
学
問
性
を

　
　
　

ど
う
担
保
す
る
か

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
様
性
と
Ｅ
Ｕ
の
現
状

札
幌
市
─
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市

姉
妹
都
市
友
好 

公
開
講
演
会

ミュンヘン大学プロテスタント神学部組織神学・倫理学講座名
誉教授。トレルチ協会名誉会長。近代社会における宗教的言説
の生成と展開を、歴史的・社会的コンテクストとの相互作用の
中で解明しようとする「神学史」叙述の第一人者として知られ
ている。1999 年には神学者として初めてライプニッツ賞を受賞
した。また、新聞などのメディア上で、今日の社会問題や宗教
問題に関する論説も多数発表している。 
著 書 は Der hei l ige Zeitgeist . Studien zur Ideengeschichte 
de r  p ro tes tan t i schen  Theo log ie  i n  de r  We ima re r  Repub l i k , 
Tübingen 2011、Die  Wiederkehr der  Göt ter .  Rel ig ion  in  der 
modernen Kultur , München 2004 他多数。邦訳書には『プロテ
スタンティズム』（教文館、2008年）、『トレルチと文化プロテス
タンティズム』（聖学院大学出版会、2001年）などがある。

1951年、鳥取県米子市生まれ。1976年東京
大学大学院経済学研究科修士課程修了。ア
ジア経済研究所、大阪市立大学経済研究所、
東京大学社会科学研究所を経て、2016 年
から学習院大学国際社会科学部教授。2010
年紫綬褒章受章、2018年福岡アジア文化
賞受賞。 

ミュンヘン大学名誉教授

学習院大学／東京大学・名誉教授 経済学部教授

経済学部講師

フリードリヒ・ヴィルヘルム・グラーフ氏

末 廣 　 昭 氏 宮島  良明

牛 久  晴 香

開発研究所長／経済学部教授

西 村  宣 彦

【 司 会 】

左から、人文学部・須田一弘教授、同ブシャー ジェレミ准教授、
グラーフ教授、人文学部・小柳敦史准教授

左から、人文学部・森川慎也准教授、同ブシャー 
ジェレミ准教授、グラーフ教授

  パネラー
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　夏休み後半の９月９日から２泊３日の
日程で「法学部 イングリッシュ・キャン

プ in ニセコ（パイロット版）」が実施されま
した。法学部では２０２０年度から新カリキュラムが本格
始動します。その中で構想中なのが「１５群グローバルセ
ミナー」５科目です。３ヶ月又は６ヶ月のレスブリッジ大
学留学、領事館インターンシップなどから構成され、今回
の「イングリッシュ・キャンプ in ニセコ」は体験型科目「グ
ローバルセミナーⅠ」となります。
　９名の学生が講師のYara Eddine 先生と研修に参加しま
した。ニセコ行きのバスに乗った瞬間から使用可能な言
語は英語のみです。キャンプ初日は Niseko International 
School の授業に参加し交流を深めました。その後、滞在
先のNiseko Country Resortにチェックイン。夕飯はタンドー
リチキン。英語レシピを読み、Yara 先生の英語の説明を
聞きながら全員で協力して作りました。食後は Yara 先生
の演奏で音楽のセッション。英語漬けの 1 日となりました。
　２日目は、午前中は Yara 先生による英語レクチャー。
午後はニセコ町国際交流職員の Mitchel Lange さんを招
きニセコ町についてのプレゼンテーション、Michael Burns
さん、Mei さんと「将来の目標」について discussion しま
した。「expat」という言葉を学びました。初秋の羊蹄山
が見えるシャレーで English Only の充実した２日目となり
ました。
 ３日目は EdVenture の Jack Woods さんと半月湖周辺を
Orienteering. 英語で書かれた地図を手掛かりにメンバー
と協力して目的地を目指しました。午後は Skateboard 作
製、Jack さんから英語で作り方の指導を受け、最後にボー
ドのコンセプトを作製者自ら英語でプレゼンしました。自
分のアイディアを英語でアウトプットし人に伝えるスキルを
学びました。
　９名の参加者と随行スタッフ全員が見事に日本語無しの English Only の３日間を乗り切
り自分でも驚きました。研修後のアンケートで参加者の満足度は６段階評価で５.７、英語を
話すことに躊躇がなくなり motivation が上がったと感じていることがわかりました。参加後、
英語でなんというのだろうと考えている自分がいると話した学生もいました。
　来年度への課題も見つかり、さらに内容を充実したセミナーにするため準備を進めてい
ます。当日の様子は北海学園大学公式 Facebook に３つの記事で掲載しています。

（
１
８
５
４
～
１
９
１
４
）
の
ご

命
日
に
行
わ
れ
る
慰
霊
祭
。
毎

年
、
浅
羽
先
生
を
は
じ
め
物
故

さ
れ
た
歴
代
の
理
事
長
、
学
長
、

校
長
、
さ
ら
に
、
こ
の
１
年
間

に
逝
去
さ
れ
た
教
職
員
及
び
学

生
・
生
徒
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
て
い
る
。

　

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に

よ
る
令
和
元
年
度
浅
羽
祭
が
10

月
21
日
、
本
学
４
号
館
10
階
第

３
会
議
室
に
お
い
て
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
た
。

　

浅
羽
祭
は
、
北
海
学
園
創
立

功
労
者
で
あ
る
浅
羽
靖
先
生

令
和
元
年
度

浅あ

さ

羽ば

祭
挙
行

出席したご遺族および関係者

　

本
学
元
人
文
学
部
教
授　

高た
か

久く

眞し
ん
い
ち一
先
生
（
95
歳
）
が
令
和

元
年
５
月
６
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
ご
経
歴
》
昭
和
28
年
米
国
グ

ロ
ー
ヴ
シ
テ
ィ
大
学
教
養
学
部

英
米
文
学
科
卒
業
、
昭
和
37
年

北
星
学
園
大
学
文
学
部
教
授
、

昭
和
41
年
北
海
道
大
学
文
学
部
・

言
語
文
化
部
教
授
、
昭
和
62
年

札
幌
学
院
大
学
人
文
学
部
教
授
、

平
成
４
年
本
学
教
養
部
教
授
、

平
成
５
年
人
文
学
部
教
授
（
英

文
学
な
ど
担
当
）、
平
成
10
年
３

月
退
職
。

トピックストピックス 5757

ニセコバス内

ミッチェルさん講義

オリエンテーリング

スケボー制作

法学部教授 上
う え

野
の

 之
ゆ き

江
え

 

 法学部主催

イングリッシュ・キャンプ in ニセコ

　

２
０
１
８
年
９
月
か
ら

２
０
１
９
年
８
月
ま
で
、
私
は
在

外
研
修
の
機
会
を
頂
き
、
フ
ラ
ン

ス
の
ラ
ン
ス
（Reim

s

）
に
滞

在
し
た
。
ラ
ン
ス
は
、
パ
リ
か

ら
北
東
へ
１
０
０
㎞
程
度
の
と

こ
ろ
に
あ
る
地
方
都
市
で
あ
り
、

人
口
は
15
万
人
、
周
辺
コ
ミ
ュ
ー

ン
ま
で
含
め
る
と
約
30
万
人
で

あ
る
。

　

ラ
ン
ス
を
知
っ
て
い
る
人
は
、

歴
史
が
好
き
か
、
ワ
イ
ン
好
き

の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
推
察
す

る
。
と
い
う
の
も
、
市
内
に
あ

る
カ
テ
ド
ラ
ル
は
、
歴
代
ロ
ー

マ
法
皇
の
戴
冠
式
が
行
わ
れ
て

い
た
場
所
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
歴
史
を
語
る
際
に
は
外
せ

な
い
。
第
２
に
、
ラ
ン
ス
は
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
中
心
都
市

で
あ
る
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と

言
え
ば
、
あ
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
ワ
イ
ン
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

で
あ
る
。
日
本
で
は
、
よ
ほ
ど

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
に
行
か
な
け
れ
ば
せ
い
ぜ
い

数
種
類
し
か
お
目
に
か
か
れ
な

い
が
、
こ
の
街
の
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
に
入
れ
ば
、
数
多
く
の
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
が
所
狭
し
と
置
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
大

手
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
メ
ゾ
ン
（
ポ

メ
リ
ー
や
テ
タ
ン
ジ
ェ
、
Ｇ
・
Ｈ
・

マ
ム
、
ヴ
ー
ヴ
・
ク
リ
コ
な
ど
）

が
存
在
し
、
夏
期
も
し
く
は
通
年

で
カ
ー
ヴ
（
地
下
貯
蔵
庫
の
意
）

ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
経
済

の
80
％
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と

そ
の
関
連
産
業
で
成
立
し
て
い

る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
ワ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

の
店
員
の
言
葉

に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ン

ス
の
経
済
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

で
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。

　

私
が
籍
を
置
い
て
い
た
ラ
ン

ス
大
学
の
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
と

フランス／ランス大学

歴
史
と
ワ
イ
ン
の
ま
ち
で
地
域
産
業
研
究

経済学部准教授　大
お お

貝
が い

 健
け ん

二
じ

カテドラル

ランス市内の景色

テタンジェのカーヴ

い
う
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
は
、
ソ
シ

オ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
を
理
論
的

支
柱
と
し
て
お
り
、
な
か
で
も

バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
環

境
経
済
学
、
農
業
経
済
学
、
地

域
経
済
学
を
融
合
し
た
分
野
に

強
み
を
有
し
て
い
る
研
究
者
が

多
か
っ
た
。
滞
在
中
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
習
得
を
必
死
に
行
い
な
が

ら
、
彼
ら
と
お
互
い
の
研
究
に

関
し
て
議
論
し
、
多
角
的
な
視

点
か
ら
多
く
の
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
貴

重
な
経
験
だ
っ
た
。
ま
た
、
今

後
も
継
続
的
に
地
域
産
業
の
比

較
に
焦
点
を
当
て
た
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
方
向

で
話
が
進
ん
で
い
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味

だ
と
い
う
の
で
す
。

　
「
啓
蒙
主
義
」
と
い
う
用
語

は
、「
光
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
一
切
を
理
性
の
光
に
照
ら

し
て
裁
定
で
き
る
状
態
を
達
成

す
る
た
め
に
、
無
知
や
迷
信
や

偏
見
を
取
り
除
い
て
、
合
理
的

で
普
遍
的
か
つ
公
正
な
社
会
秩

序
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
運
動

の
こ
と
で
す
。
平
っ
た
く
言
え

ば
、
明
る
い
世
の
中
に
す
る
た

め
の
情
宣
・
改
革
の
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
の
お
蔭
で
現
代
は
ま

さ
に
「
明
る
い
時
代
」
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
明
る
い
時
代

を
生
き
る
現
代
人
の
人
間
性
が
、

今
日
ひ
ど
く
劣
化
し
て
い
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
人
間
性
の

涵
養
に
努
め
な
が
ら
、
レ
ッ
シ

ン
グ
の
精
神
的
遺
産
で
あ
る
「
自

立
的
思
考
」
を
旨
と
し
て
、
明

る
く
正
し
く
生
き
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

 

安
酸
学
長
式
辞
（
要
旨
）

令
和
元
年
度
９
月
期

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

1
1
2

学科

大学院修了生
経営学研究科 経営学専攻博士・甲
文学研究科 日本文化専攻博士・乙

計
（単位／人）

令和元年度9月期卒業生・修了生数
学部 令和元年度

9月期

2 部　計
計

1 部　計

経済

経 済 学 科
地域経済学科
経 済 学 科
地域経済学科
経 営 学 科
経営情報学科
経 営 学 科
法 律 学 科
政 治 学 科
法 律 学 科
政 治 学 科
日本文化学科
英米文化学科
日本文化学科
英米文化学科

社 会 環 境 工 学 科
建 築 学 科
電 子 情 報 工 学 科
生 命 工 学 科

経営

法

人文

工

１部

１部

２部

１部

２部

１部

２部

２部

8
5
7

10
5
4
8
3
1
7
1
3
3
2
4
2
0
2
0

36
39
75

　

去
る
９
月
30
日
、
ホ
テ
ル
札

幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
９
月
期
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

学
部
か
ら
は
75
名
（
経
済
学

部
30
名
・
経
営
学
部
17
名
・
法

学
部
12
名
・
人
文
学
部
12
名
・

工
学
部
４
名
）
と
大
学
院
修
了

生
２
名
（
経
営
学
研
究
科
・
博

士
課
程
１
名
、
文
学
研
究
科
・

博
士
課
程
１
名
）
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
た
。

　

各
学
部
長
か
ら
一
人
一
人
に

　

皆
さ
ん
は
令
和
最
初
の
卒
業

生
で
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
人
生
活

が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
楽

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
皆
さ
ん
に
は
希
望
と

勇
気
と
正
義
感
を
も
っ
て

生
き
て
欲
し
い
の
で
、
今

日
は
レ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い

て
少
し
お
話
い
た
し
ま
す
。

　

レ
ッ
シ
ン
グ
は
通
常
「
真

理
探
求
者
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ナ
・

ア
ー
レ
ン
ト
は
、『
暗
い

時
代
の
人
間
性
に
つ
い
て
』

と
題
す
る
講
演
に
お
い
て
、

レ
ッ
シ
ン
グ
の
時
代
は
ま

だ
「
暗
い
時
代
」
で
あ
っ

た
が
、
彼
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
真
理
を
探
求
し
、
そ
の
作
品

と
生
き
方
に
お
い
て
、
明
る
い

「
人
間
性
の
理
想
」
を
具
現
化

し
た
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
18

世
紀
中
葉
の
ド
イ
ツ
は
、
文
字

卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
あ
と
、
安
酸
学
長
か
ら
式

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

通
り
ま
だ
電
気
も
な
い
時
代
で

し
た
。
し
か
し
ア
ー
レ
ン
ト
が

言
う
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
は
信
教
、

思
想
、
表
現
な
ど
の
自
由
が
非

常
に
制
限
さ
れ
、
無
知
と
偏
見

と
不
寛
容
が
幅
を
利
か
せ
、

宗
教
的
な
ら
び
に
政
治
的

な
抑
圧
や
弾
圧
が
日
常
生

活
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
そ
の
よ

う
な
時
代
に
無
知
・
偏
見
・

不
寛
容
な
ど
と
闘
い
、
自

分
の
頭
脳
と
ペ
ン
だ
け
を

頼
り
に
生
き
た
の
で
す
。

彼
の
死
か
ら
半
世
紀
後
、

文
豪
ゲ
ー
テ
が
死
の
床
で

言
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
も
っ

と
光
を
！
」
と
い
う
言
葉

は
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て

部
屋
を
も
っ
と
明
る
く
し
て
く

れ
、
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
啓
蒙
の
運
動
を
も
っ
と

推
し
進
め
て
、
世
の
中
を
も
っ

と
明
る
く
公
明
正
大
に
し
な
け

令和最初の卒業式に寄せて

卒業証書・学位記が授与された

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら

　

 

ヘ
イ
キ
ン
副
学
長
ら
が
来
訪

　

北
海
学
園
の
協
定
校
で
あ
る

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

か
ら
ヘ
イ
キ
ン 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー

副
学
長
ご
夫
妻
、
パ
ン 

ポ
ー
ル

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の
３
名

が
10
月
24
日
、
本
学
を
来
訪
さ

れ
た
。
両
大
学
の
今
後
の
さ
ら

な
る
交
流
発
展
を
期
し
、
活
発前列左からパン ポール国際交流センター長、安酸学長、

ヘイキン アンドリュー副学長ご夫妻

授業見学で学生たちと話すヘイキン副学長夫妻

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、

学
校
法
人
北
海
学
園
へ
の
表
敬

訪
問
、
午
後
は
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
施
設
や
授
業
を
見
学
し
た
。

　

ま
た
同
日
夕
刻
か
ら
は
、
学

長
主
催
歓
迎
会
を
開
催
。
２
学

期
交
換
教
員
の
ブ
ー
ド
ロ
ー 

ロ

バ
ー
ト
教
授
ご
夫
妻
の
歓
迎
会

も
同
時
に
行
わ
れ
、
交
流
事
業

に
関
わ
る
教
職
員
が
出
席
し
て

親
睦
を
深
め
た
。

　

学
校
法
人
北
海
学
園
と
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の
交

流
協
定
に
基
づ
き
、
令
和
元
年

度
２
学
期
の
交
換
教
員
と
し
て

ブ
ー
ド
ロ
ー 

ロ
バ
ー
ト
教
授
が

９
月
18
日
、
本
学
に
着
任
し
た
。

ブ
ー
ド
ロ
ー
教
授
は
、
本
学
の

「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅱ
」
を

担
当
す
る
。
任
期
は
12
月
19
日

ま
で
。

 

教
員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら

ブ
ー
ド
ロ
ー
教
授
着
任

学長主催歓迎会にて。前列右から2番目がブード
ロー先生
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私
は
、
社
会
政
策
で
注
目
さ

れ
つ
つ
あ
る
「
社
会
的
投
資
」

と
い
う
政
策
思
想
を
研
究
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
従
来
、
コ

ス
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
な
社
会
保
障
や
、
教
育
・

家
族
政
策
を
含
む
社
会
政
策
が
、

必
ず
し
も
経
済
に
と
っ
て
マ
イ

ナ
ス
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
産
的

で
あ
る
と
捉
え
る
考
え
で
あ
り
、

欧
州
で
提
起
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

近
年
で
は
と
り
わ
け
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
際
に
用
い
ら

れ
ま
す
。
生
ま
れ
た
環
境
（
低

所
得
な
ど
）
に
よ
っ
て
子
ど
も

の
人
生
が
決
ま
る
の
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
社
会
に
と
っ
て
不

幸
で
あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
へ

の
支
援
策
が
、
彼
ら
の
将
来
の

活
躍
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に

は
社
会
に
リ
タ
ー
ン
を
も
た
ら

す
、
と
い
う
論
理
で
す
。

　

私
は
ま
ず
「
子
ど
も
を
社
会

で
育
て
る
」
と
い
う
理
念
を
示

す
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
う
、

普
遍
主
義
的
児
童
手
当
の
研
究

を
行
い
、
そ
の
成
果
と
し
て

２
０
１
９
年
３
月
に
社
会
政
策

学
会
北
海
道
部
会
に
て
研
究
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
近
で
は
こ
の
考
え

が
広
ま
る
と
同
時
に
、
リ
タ
ー

ン
を
求
め
る
と
い
う
経
済
主
義

的
ロ
ジ
ッ
ク
へ
の
批
判
も
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
教
育
を
受
け
た

若
者
が
う
ま
く
職
場
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
、

そ
の
人
は
リ
タ
ー
ン
を
も
た
ら

さ
な
か
っ
た
存
在
と
し
て
社
会

か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
懸
念
が
そ
こ
か
ら

み
て
と
れ
ま
す
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
は
「
半

就
労
・
半
福
祉
」
や
「
中
間
的
就

労
」
と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
に
着

目
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
私

た
ち
は
労
働
＝
有
償
労
働
市
場

で
働
く
こ
と
、
と
認
識
し
が
ち
で

す
。
し
か
し
現
実
は
１
０
０
％
労

働
者
か
０
％
の
無
職
者
か
、
と

い
う
二
分
法
で
は
捉
え
き
れ
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
ゼ
ロ

か
ら
１
０
０
の
間
に

は
多
様
な
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
た

と
え
一
人
で
生
活
し

て
い
く
だ
け
の
所
得
を
も
た
ら

さ
な
い
労
働
で
あ
っ
て
も
、
本
人

の
居
場
所
や
経
験
の
場
と
し
て

有
用
な
労
働
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
た
思
想
的
背
景

を
も
と
に
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、

中
間
的
就
労
で
す
。
北
海
道
釧

路
市
で
２
０
０
４
年
か
ら
始
め

ら
れ
、
現
在
で
は
様
々
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
、
私
は
釧
路
市

音
別
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
蕗

（
ふ
き
）
栽
培
事
業
に
注
目
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の
特
産

品
で
あ
る
蕗
の
栽
培
・
販
売
を

通
じ
て
町
や
人
を
元
気
に
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
社
団

法
人
が
農
地
を
借
り
上
げ
、
農

作
業
の
一
部
を
生
活
保
護
受
給

者
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若

者
が
担
っ
て
い
ま
す
。
最
低
賃

金
で
の
雇
用
で
す
が
、
こ
こ
で

は
、（
社
団
法
人
を
立
ち
上
げ
た

当
事
者
の
方
の
表
現
で
い
え
ば
）

「
生
き
る
力
」
を
養
う
場
を
提
供

す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
な
の

で
す
。
実
際
に
ひ
き
こ
も
り
の

若
者
が
高
卒
の
資
格
が
得
ら
れ

る
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
る
な

ど
、
大
変
興
味
深
い
結
果
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
引
き
続
き
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

１
９
８
２
年
滋
賀
県
に
生
ま
れ
る
。
京
都
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
同
大
学
院

経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
同
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

２
０
１
１
年
度
よ
り
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
講
師
、
２
０
１
４
年
度
よ
り

同
大
学
准
教
授
。
欧
米
の
社
会
政
策
お
よ
び
思
想
、
租
税
論
等
を
中
心
に
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
主
な
研
究
業
績
は
、『
就
労
と
福
祉
を
め
ぐ
る
現
代
福
祉

国
家
再
編
の
研
究
』（
２
０
１
０
年
、博
士
学
位
申
請
論
文
（
京
都
大
学
））、「
社

会
保
障
／
社
会
政
策
の
新
思
考
」（
諸
富
徹
（
編
）『
岩
波
講
座　

現
代
３　

資

本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
展
望
』
所
収
、
２
０
１
６
年
）
な
ど
。

 

中
間
的
就
労
で「
生
き
る
力
」を
養
う

高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
２
倍
に
達
し

て
い
る
。

　

次
に
国
の
令
和
元
年
度
本
予

算
の
歳
出
を
見
る
と
、
社
会
保

障
、
国
債
の
償
還
と
利
払

い
、
地
方
交
付
税
交
付
金

等
、
の
３
つ
の
経
費
で
歳

出
の
72
・
６
％
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
固
定
的

要
素
を
持
つ
た
め
、
国
が

毎
年
度
裁
量
的
に
配
分
を

決
め
ら
れ
る
余
地
は
限
定

的
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

の
下
、
10
月
に
消
費
税
率

が
10
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
同
時
に
、
逆
進
性
対

策
と
し
て
軽
減
税
率
８
％

が
導
入
さ
れ
た
。
今
回
の

増
税
で
は
、
軽
減
税
率
の

設
定
と
い
う
新
た
な
論
点

が
生
ま
れ
た
。
税
の
理
論
や
実

証
の
知
見
に
基
づ
く
と
、
多
く

の
財
政
学
者
は
軽
減
税
率
の
採

用
に
躊
躇
す
る
。
し
か
し
、
実

　

政
府
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、

少
子
高
齢
化
や
保
育
・
介
護
の

社
会
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
拡

大
し
て
い
る
。
し
か
し
、政
府
は
、

期
待
さ
れ
る
役
割
を
持
続
的
に

担
え
る
よ
う
な
財
産
を
有
し
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
政
府
は
家

計
や
企
業
に
対
し
て
税
を
課
す

が
、
歳
出
に
見
合
う
税
収
を
得

ら
れ
て
い
な
い
。
歳
出
と
税
収

の
乖
離
分
は
、
公
債
を
発
行
す

る
こ
と
で
毎
年
度

補
っ
て
い
る（
下

図
、
公
債
金
の

部
分
）。
参
考
ま

で
に
、
国
と
地

方
の
長
期
債
務
残

際
に
は
導
入
さ
れ
た
。「
税
制
」

が
「
税
政
」
と
も
呼
ば
れ
る
一

つ
の
証
拠
を
提
供
し
た
よ
う

に
思
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の

税
で
問
題
が
よ
り
深
刻
な

の
は
、
所
得
税
で
あ
る
。
所

得
税
に
は
累
進
課
税
制
度
が

備
わ
っ
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
控
除
を
行
い
算
出
さ
れ

る
課
税
総
所
得
に
適
用
さ

れ
る
最
高
税
率
が
５
％
か

10
％
の
所
得
税
納
税
者
は

約
83
％
に
も
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
所
得
税
な
ど
に
よ
る

所
得
再
分
配
機
能
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
は
低
い

方
に
分
類
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

収
入
が
捕
捉
さ
れ
ず
に
漏
れ
て

い
る
、
も
し
く
は
政
策
的
に
漏

ら
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
実

証
研
究
は
、
金
融
所
得
課
税
に

再
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。

　

来
年
度
、
所
得
税
は
消
費
税

に
税
収
ト
ッ
プ
の
座
を
明
け
渡

す
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
所
得
税
の
税
収
調
達
力
の

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
、
消
費

税
廃
止
と
い
う
主
張
が
ど
れ
ほ

ど
現
実
性
を
持
つ
か
の
吟
味
が

不
可
欠
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆

す
る
だ
ろ
う
。

経
済
学
部
教
授野の

口ぐ
ち

　
剛ご
う

税・財政の現状とこれから

　

テ
ー
マ
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

コ
ン
テ
ン
ツ
と
著
作
権
」
と
い

う
学
問
と
実
務
と
を
架
橋

す
る
最
先
端
分
野
。
日
本

は
ア
ニ
メ
、ゲ
ー
ム
、漫
画
、

そ
し
て
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
の

派
生
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
世
界
を

魅
了
し
、
さ
ら
に
作
品
そ
の
も

の
だ
け
で
な
く
、
登
場
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
そ
の
声
、
使
用
さ

れ
る
音
楽
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

も
人
気
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を

リ
ー
ド
す
る
ク
リ
プ
ト
ン
・

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
株

式
会
社
の
伊
藤
博
之
社
長
と
株

式
会
社
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
中

島
清
文
社
長
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ

講
演
者

ク
リ
プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

伊
藤
博
之 

氏

株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

代
表
取
締
役
社
長 

中
島
清
文 

氏

株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

総
務
部
部
長 

西
方
大
輔 

氏

弁
護
士
／
弁
理
士 

安
藤
誠
悟 

氏

本
学
法
学
部
教
授
／
弁
護
士 

淺
野
高
宏
氏

　

法
学
部
・
法
学
研
究
科
・
法
務
研
究
科
と
札
幌
弁

護
士
会
の
共
催
に
よ
る
北
海
学
園
大
学
ク
ー
ル
セ
ミ

ナ
ー
が
９
月
７
日
、
Ｄ
20
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た

（
後
援
：
札
幌
市
）。
今
年
が
第
１
回
と
な
る
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
、
ポ
ス
ト
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
見
越
し

た
新
し
い
大
学
院
教
育
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

リ
の
法
務
を
担
当
す
る
西
方
大

輔
総
務
部
長
を
講
師
に
迎
え
た
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
初
音
ミ
ク
」
の
生
み

の
親
で
あ
る
伊
藤
社
長
は
、「
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
は
多
く
の

人
に
使
っ
て
も
ら
い
目
に
触
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
価
値
が
高

ま
っ
て
い
く
」
と
の
考
え
か
ら

初
音
ミ
ク
の
二
次
利
用
、
三
次

利
用
を
積
極
的
に
奨
励
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
一
般
の

人
た
ち
の
間
で
自
由
な
相
互
利

用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
独
自

の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
「
ピ
ア
プ

ロ
」
を
開
設
。
利
用
規
約
に
同

意
す
る
と
無
料
で
利
用
が
可
能

に
な
り
、
そ
の
際
に
は
「
あ
り
が

と
う
」
の
声
か
け
を
お
願
い
し
て

い
る
と
い
う
。
伊
藤
社
長
は
「
こ

う
し
て
創
作
の
連
鎖
が
世
界
に

広
が
り
、
こ
れ
を
共
感
の
連
鎖
、

〝
あ
り
が
と
う
〟
の
連
鎖
に
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
で

有
名
な
ア
ニ
メ
映
画
制
作
会
社

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
中
島
社
長

は
、「
会
社
そ
の
も
の
が
宮
崎
駿

監
督
、
高
畑
勲
監
督
の
作
品
を
作

る
た
め
に
あ
る
」
と
話
す
。
同

じ
価
値
観
で
映
画
を
作
り
、
そ

れ
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と

で
ジ
ブ
リ
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
観

が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
ト

ト
ロ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
ジ
ブ

リ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
も

そ
の
延
長
上
の
も
の
で
、
販
売

は
年
間
百
億
円
ま
で
と
制
限
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

西
方
部
長
は
「
副
業
に
う
つ
つ

を
抜
か
す
と
本
業
が
ダ
メ
に
な

る
。
い
い
映
画
を
作
る
た
め
に

も
枯
渇
感
が
必
要
」
と
い
う
鈴

木
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
こ
だ
わ

り
を
紹
介
し
た
。

　

西
方
部
長
は
「
映
画
も
ト
ト
ロ

も
財
産
な
の
で
、
財
産
の
価
値

を
落
と
さ
な
い
よ
う
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
偽
物

づ
く
り
な
ど
目
に
余
る
や
り
方

や
使
い
方
に
つ
い
て
は
や
め
て

も
ら
う
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
守
る

た
め
に
著
作
権
法
を
も
と
に
ど

こ
ま
で
行
動
す
る
の
か
。
安
藤

氏
は
「
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

守
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
意
図
し

な
い
利
用
の
さ
れ
方
に
つ
い
て

は
著
作
権
の
権
利
行
使
を

し
て
い
く
の
が
基
本
的
な

ス
タ
ン
ス
。
た
だ
、
著
作

物
の
状
況
や
、
何
を
対
象
に
し

て
い
る
か
、
権
利
者
側
が
ど
う

い
う
思
い
で
い
る
か
な
ど
、
い

ろ
ん
な
要
素
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
く
る
。
ま
ず
は
相
手
の
要
望

を
き
い
て
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
」
と
話
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
２
社
の
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
と
、
著
作
権
の
権
利
保
護
に

対
す
る
考
え
を
聞
く
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。

全体パネルディスカッション。左から法学部長 樽見弘紀教授、法科大学院 四ッ谷有喜教授、伊藤
博之氏、中島清文氏、西方大輔氏、安藤誠悟氏、淺野高宏教授

人
文
学
部
教
授上う

え

野の 

誠せ
い

治じ

　

私
の
専
攻
は
「
英
語
学
」
で
す

が
、
英
語
の
勉
強
と
は
少
し
違

い
ま
す
。
英
語
の
背
後
に
潜
む

原
理
の
探
求
を
目
指
し
て
英
語

と
格
闘
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

coeducation

（
男
女
共
学
）

と
い
う
語
はeducate

にco-

と-ion

が
付
い
て
い
ま
す
が
、

educate

に-ion

が
付
い
た

education

にco-

が
付
く
の

か
、
あ
る
い
はeducate

に
先

にco-

が
付
い
て
、
そ
の
後
に

-ion

が
付
く
の
か
。
ど
ち
ら
で

も
良
さ
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
が

気
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
読
ん
だ
テ
ク
ス

ト
に
、
言
語
は
雲
が
形
を
変
え

る
よ
う
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て

い
く
、
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
喩
え
と
し
て
、
雲
の
形
が

ラ
ク
ダ
か
ら
イ
タ
チ
に
変
わ
っ

て
い
く
よ
う
に
、
と
も
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ラ
ク
ダ
は
と
も

か
く
、
な
ぜ
イ
タ
チ
な
の
か
。

聖
書
か
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
あ
た

り
に
出
典
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
調
べ
て
み
る
と
、
果
た
し

て
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
台
詞
に
、

雲
の
形
が
ラ
ク
ダ
や
イ
タ
チ
に

見
え
る
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
。
著
者
は
、
そ
れ
を
下
敷

き
に
し
て
記
述
し
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
の
文
章
の
末
尾

に
は
、
英
語
が
「『
ベ
オ
ウ
ル

フ
』
か
ら
ト
ム
・
ウ
ル
フ
へ
」

（from
 Beow

ulf to Tom
 

W
olfe

）
と
変
化
し
て
い
っ
た

と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。『
ベ
オ
ウ
ル
フ
』
と
は

古
英
語
時
代
（
８
世
紀
頃
）
に

書
か
れ
た
叙
事
詩
で
、
ト
ム
・

ウ
ル
フ
と
は
映
画
『
ラ
イ
ト
・

ス
タ
ッ
フ
』
の
原
作
を
書
い
た

現
代
作
家
で
す
。
英
語
が
、
古

英
語
か
ら
少
し
ず
つ
形
を
変
え

て
現
代
英
語
へ
と
変
遷
し
て
き

た
こ
と
を
述
べ
た
一
節
で
す
。

-w
ulf

とW
olfe

が
韻
を
踏
ん

で
い
る
と
こ
ろ
が
味
噌
で
す
が
、

共
に
原
義
は
オ
オ
カ
ミ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
学
と
提
携

を
結
ん
で
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
大

学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
ア
ナ
グ
マ 

（badger

、
イ
タ
チ
科
） で
す
。

大
学
名
は
ブ
ロ
ッ
ク
陸
軍
少
将

に
因
む
も
の
で
す
が
、brock

と
い
う
語
に
は
ア
ナ
グ
マ
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
元
は
古

英
語
時
代
に
ケ
ル
ト
語
か
ら
借

用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
背
景

も
あ
っ
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
に
ア

ナ
グ
マ
が
選
ば
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
ナ

グ
マ
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
生
息

し
て
い
る
こ
と
も
理
由
だ
と
は

思
い
ま
す
が
。

　

こ
ん
な
具
合
に
、「
言
葉
と
し

て
の
英
語
」
を
味
わ
い
な
が
ら
、

日
々
英
語
の
仕
組
み
を
探
求
し

て
い
ま
す
。

英
語
を
研
究
す
る
楽
し
み

　
　
―
動
物
三
題
―

カナダ・ブロック大学の
アナグマ（badger）をモ
チーフにしたロゴマーク

一般会計
歳出総額
（101.5兆円）

一般会計
歳入総額
（101.5兆円）

社会保障
33.6%

(34.1兆円）

所得税
19.6%

(19.9兆円）公債金
32.2%

(32.7兆円） 法人税
12.7%

(12.9兆円）

消費税
19.1%

(19.4兆円）その他税収
10.2%

(10.3兆円）
その他収入
6.2%

(6.3兆円）

国債費
23.2%

(23.5兆円）

公共事業
6.8%

(6.9兆円）

その他
10.0%

(10.1兆円）

5.2%
(5.3兆円）

防衛

5.5%(5.6兆円）
文教及び科学振興

出典：財務省「これからの日本のために財政を考える」（令和元年10月）

地方交付税
交付金等

15.8%
(16.0兆円）

国の令和元年度予算

北海学園大学クールセミナー 2019
キャラクターコンテンツと著作権

「
初
音
ミ
ク
」と「
ト
ト
ロ
」か
ら
考
え
る
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10
月
17
日
、
Ｂ
41
教
室

で
経
済
学
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
留
寿
都
高
校
教
諭
・
腰
越

雅
敬
氏
（
２
０
１
８
年
経
済

学
部
地
域
経
済
学
科
卒
）。

　

腰
越
氏
は
「
自
慢
で
き
る

の
は
大
失
敗
の
数
。
そ
の
積

み
重
ね
で
今
が
あ
る
」
と
自

己
紹
介
を
始
め
た
。
帯
広
生

ま
れ
釧
路
育
ち
の
腰
越
氏
は

高
校
を
卒
業
後
、
実
業
団
の

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
と
し

て
活
躍
。
31
歳
で
現
役
生
活

を
終
え
た
あ
と
、
札
幌
の
会

社
に
転
職
し
た
。
そ
の
後
、

　

第
12
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
10
月
12
日
、
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

学
園
か
え
る
カ
フ
ェ
の
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
北
海
道
か
ら
起

業
し
よ
う
！
」。
講
演
者
は
ク
リ

プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ

デ
ィ
ア
株
式
会
社
代
表
取
締
役
・

伊
藤
博
之
氏
、
株
式
会
社
Ａ
Ｃ

Ｔ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
代
表
取
締
役
・
穴
田

ゆ
か
氏
。「
音
の
商
社
」
と
し
て

す
す
き
の
で
飲
食
店
を
開
業

す
る
が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
夢
だ
っ
た
教
職
を
め
ざ
そ

う
と
、
約
10
年
間
経
営
し
た

店
を
閉
め
て
本
学
２
部
に
入

学
。
42
歳
の
決
断
だ
っ
た
。

　

腰
越
氏
は
、
選
手
時
代
や

飲
食
店
経
営
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
失
敗
談
を

披
露
。
教
員
２
年
目
の
今
も

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
」

と
話
す
。
そ
し
て
学
生
た
ち

へ
「
目
標
へ
の
道
を
ね
じ
曲

げ
よ
う
と
す
る
〝
罠
〟
を
知

り
、
そ
れ
に
対
す
る
準
備
を

行
う
こ
と
。
し
っ
か
り
分
析

す
る
こ
と
が
大
事
」
と
目
標

達
成
の
仕
方
を
伝
授
し
た
。

　

経
済
学
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

講
座
で
は
、
先
輩
た
ち
の
話

に
触
れ
る
こ
と
で
、
大
学
生

活
や
卒
業
後
の
仕
事
や
生
き

方
を
考
え
、
目
的
意
識
を

持
っ
て
主
体
的
に
学
ん
で
い

く
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

祝
杯
を
あ
げ
た
後
は
名
刺
交
換

を
行
っ
た
り
、
旧
友
と
近
況
報

告
や
昔
話
に
花
が
咲
い
た
。

　

北
海
学
園
大
学
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
の
ラ
イ

ブ
や
、
恒
例
の
豪
華
景
品
が
当

た
る
学
園
グ
レ
イ
ト
ビ
ン
ゴ
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は

応
援
団
指
導
部
の
演
舞
と
学
生

歌
斉
唱
、
同
窓
会
副
会
長
の
名

塩
良
一
郎
氏
に
よ
る
三
本
締
め

で
お
開
き
。
今
年
も
盛
大
な
同

窓
の
夕
べ
と
な
っ
た
。

   

経
済
学
部

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
座

令和元年度「豊平会」総会・懇親会

遠回りだった近道  42歳で教員を目指した人生

今年も大いに盛り上がった懇親会

祝辞を述べる安酸学長

ビンゴゲームで賞品をゲット

学園かえるカフェのパネルディスカッション

北海マルシェは今年も大盛況

留寿都高校教諭・腰越雅敬氏

第
12
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

学園学園人人脈記脈記第 10 回
株式会社 インセンブル

代表取締役　濱
は ま う ち

内 勇
ゆ う い ち

一 氏
経済学部経済学科 平成16 年度卒・Ⅱ49 期生

　

前
号
登
場
の
長
谷
康
礼
さ
ん

か
ら
「
札
幌
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
社

長
で
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に

札
幌
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会
Ⓡ

（
以
下
、「
ち
い
ク
ラ
」）
を
開
催

し
て
い
る
先
輩
が
い
る
」
と
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
株

式
会
社
イ
ン
セ
ン
ブ
ル
代
表
取

締
役
・
濱
内
勇
一
氏
（
37
歳
）
だ
。

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
私
は
起
業
す
る
ま
で
、
生
涯

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
勤
め
あ
げ

て
、
厚
生
年
金
を
も
ら
っ
て
、
安

定
し
た
老
後
を
と
…
…
」

　

濱
内
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
自

動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
営
業
職
に

就
い
た
。
し
か
し
、
２
年
４
カ

月
で
挫
折
。
厳
し
い
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
て
退
職
し
た
が
、

３
日
後
に
は
就
職
活
動
を
始
め

た
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｔ
企
業
に
興
味

を
持
ち
、
東
京
で
再
出
発
。
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
証

券
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
Ｗ
ｅ
ｂ

開
発
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
東

京
で
６
年
働
い
た
頃
、
過
労
で

体
を
壊
し
、
そ
れ
を
機
に
札
幌

に
帰
っ
て
き
た
。

　

濱
内
さ
ん
が
独
立
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
東
京
の
会
社

に
在
籍
中
、
副
業
を
し
て
い
た

の
が
き
っ
か
け
だ
。
そ
の
時
の

お
客
様
が
、
札
幌
に
帰
っ
て
き

た
後
も
継
続
し
て
仕
事
を
発
注

し
て
く
れ
た
。「
お
客
さ
ま
に
感

謝
さ
れ
て
、
得
ら
れ
る
や
り
が

い
。
そ
れ
っ
て
す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
実
感
」。
そ
れ
が
大
き
な

決
断
に
つ
な
が
っ
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

株
式
会
社
イ
ン
セ
ン
ブ
ル
は

専
門
の
Ｉ
Ｔ
担
当
が
い
な
い
中

小
企
業
を
対
象
に
、
情
報
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
・
運

営
、
さ
ら
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
営
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
起
業
家
を
応
援

し
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

と
い
う
「
ち
い
ク
ラ
」
の
開
催
だ
。

こ
れ
は
、
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
サ

イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社
が
事
務
局

と
な
り
、
各
地
域
の
主
催
者
が

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
。
全

国
64
の
市
区
町
村
で
１
４
０
回

以
上
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
い
つ
か
生
ま
れ
育
っ
た
札
幌

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
２
０
１
７

年
５
月
か
ら
今
年
５
月
ま
で
計

６
回
開
催
し
、
毎
回
２
０
０
人

前
後
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
」

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
ち
い
ク
ラ
」
で
は
毎
回
、
起

業
し
て
５
年
未
満
の
５
人
の
起

業
家
が
自
身
の
事
業
に
つ
い
て

３
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
。
参
加
者
は
プ
レ
ゼ

ン
を
聞
い
て
、
１
人
１
票
を
応

援
し
た
い
起
業
家
に
投
票
。
そ
し

て
１
票
５
０
０
円
と
し
て
起
業

家
に
事
業
資
金
が
渡
さ
れ
る
と

い
う
交
流
会
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
資
金
と
し
て
は
多
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
応
援
し
た
い
と

い
う
一
票
一
票
に
は
お
金
に
は

変
え
ら
れ
な
い
価
値
が
あ
り
ま

す
し
、
い
ろ
ん
な
マ
ッ
チ
ン
グ

や
関
係
性
が
生
ま
れ
る
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
「
ち
い
ク
ラ
」

の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。

　

◆　
　

◆　
　

◆

　

大
学
で
は
、
学
ぶ
意
欲
満
々
の

社
会
人
学
生
に
い
つ
も
刺
激
を

受
け
て
い
た
。
講
義
内
容
を
も

う
少
し
深
く
掘
り
下
げ
た
い
と

こ
ろ
は
自
分
で
教
科
書
を
買
っ

て
独
学
し
た
。「
今
、
ビ
ジ
ネ
ス

で
す
ご
く
役
立
っ
て
い
る
の
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
経
営
学
の

知
識
で
す
」
と
、
大
学
時
代
の

幅
広
い
学
び
を
振
り
返
る
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

濱
内
さ
ん
は
「
た
ま
た
ま
良

い
出
会
い
が
あ
っ
て
起
業
し
た
」

と
さ
ら
り
と
言
う
が
、
そ
こ
に
は

当
時
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
副

業
に
取
り
組
む
行
動
力
が
あ
っ

た
。「
所
属
会
社
が
禁
止
し
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
一
歩
踏
み
出
す
と
、
そ

こ
に
は
人
生
を
大
き
く
変
え
る

可
能
性
が
あ
る
。
逆
に
行
動
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
に
は
何
も
変

わ
ら
な
い
っ
て
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
ね
」。

　

濱
内
さ
ん
は
後
輩
た
ち
に
「
交

流
会
に
参
加
し
て
み
る
の
も
大

き
な
一
歩
。
学
園
生
に
は
昔
か

ら
〝
開
拓
者
精
神
〟
が
あ
っ
て
、

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
能
力
が

あ
る
。
そ
し
て
強
固
な
Ｏ
Ｂ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。
札
幌
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
す
る
上
で
学
園
卒
の
肩
書
き

は
非
常
に
大
き
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
る
。「
札
幌
の
学
生
た
ち
の
間

で
起
業
家
精
神
が
盛
り
上
が
っ

て
く
る
と
、
札
幌
は
も
っ
と
お
も

し
ろ
い
ま
ち
に
な
る
」
と
、
地

域
の
た
め
に
今
以
上
の
力
を
注

ぐ
覚
悟
だ
。◆　

　

◆　
　

◆

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
８
２
年
札
幌
市

生
ま
れ
。
２
０
０
５
年
北
海
学
園
大
学

卒
業
。
同
年
国
内
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー

営
業
職
、
２
０
０
７
年
上
京
し
て
Ｉ
Ｔ

業
界
に
転
職
、
証
券
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｅ
、

２
０
１
１
年
Ｗ
ｅ
ｂ
系
シ
ス
テ
ム
会
社
に

転
職
、
２
０
１
３
年
札
幌
に
Ｕ
タ
ー
ン
。

２
０
１
４
年
個
人
事
業
開
業
、
同
10
月
株

式
会
社
イ
ン
セ
ン
ブ
ル
創
業
。
地
域
ク
ラ

ウ
ド
交
流
会
プ
ラ
チ
ナ
・
マ
ス
タ
ー
認
定

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
ウ
エ
ブ
解
析
士
。

挫
折
、
出
会
い
、
そ
し
て
起
業

一
歩
踏
み
出
し
可
能
性
が
広
が
っ
た

　

令
和
元
年
度
同
窓
会「
豊
平
会
」

総
会
・
懇
親
会
（
同
窓
の
夕
べ
）

が
10
月
26
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
全
国
支
部
長

会
議
が
開
催
さ
れ
、
支
部
活
動

の
報
告
・
意
見
交
換
と
、
経
済

学
部
・
辻
弘
範
教
授
に
よ
る
「
朝

鮮
半
島
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
」

と
題
し
た
出
前
講
義
を
行
っ
た
。

　

総
会
・
懇
親
会
に
は
約
７
５
０

名
が
出
席
。
北
海
学
園
札
幌
高

校
・
大
西
修
夫
校
長
の
音
頭
で

創
業
し
た
伊
藤
社
長
は
、
自
社

の
事
業
展
開
の
考
え
方
を
紹
介
。

札
幌
発
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
会
社
の
穴
田
社
長
は
、

そ
の
仕
組
み
や
市
場
な
ど
を
説

明
し
た
。

　

産
直
野
菜
・
果
物
即
売
会
「
北

海
マ
ル
シ
ェ
」
や
無
料
カ
イ
ロ

施
術
も
大
盛
況
。
大
学
生
協
食

堂
で
は
友
と
の
ラ
ン
チ
を
楽
し

ん
で
い
た
。

今
年
５
月
22
日
に
行

わ
れ
た
第
６
回
札
幌

地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流

会
に
て

　
「
今
の
職
場
を
目
指
し
た
の

は
、
地
方
行
政
に
携
わ
り
た
か
っ

た
か
ら
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
大

学
で
の
学
び
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

　

門
間
さ
ん
は
平
成
28
年
に
北

広
島
市
に
就
職
。
昨
年
ま
で
は

農
政
課
に
所
属
し
、
自
然
や
文

化
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
楽

し
む
余
暇
活
動
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
、
鹿
や
ア
ラ
イ
グ
マ

な
ど
に
よ
る
農
産
物
被
害
を
防

ぐ
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
に

関
わ
っ
て
き
た
。「
猟
友
会
の
方

と
一
緒
に
鹿
の
捕
獲
作
業
を
し

た
の
は
印
象
的
で
す
。
結
構
ハ
ー

ド
な
仕
事
で
し
た
ね
」

　

今
年
か
ら
は
農
業
委
員
会
事

務
局
と
い
う
部
署
で
、
農

地
の
売
買
や
賃
貸
、
農
地

以
外
で
の
使
用
を
目
的
と

し
た
転
用
な
ど
の
利
用
調

整
に
関
わ
る
業
務
を
行
っ

て
い
る
。
農
家
さ
ん
の
相

談
を
受
け
実
際
に
現
地
に

足
を
運
び
手
続
き
を
進
め

て
い
く
が
、「
業
務
は
常
に

農
地
法
と
い
う
法
律
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
、

法
律
を
し
っ
か
り
と
読
み

解
く
力
が
必
要
で
す
。
担

当
者
次
第
で
結
果
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
、
そ
こ

は
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
や
り
が
い
で
も
あ
り

ま
す
」

　

と
は
い
え
、
大
学
時
代
を

振
り
返
っ
た
と
き
初
め
か
ら

公
務
員
を
目
指
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
も
と
も
と
地

方
自
治
や
行
政
に
興
味
が
あ

り
、
関
連
す
る
勉
強
に
も
力

を
入
れ
て
い
た
。「
最
初
は

民
間
志
望
で
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
Ｏ
Ｂ
訪

問
、
企
業
説
明
会
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
」。
早
い

時
期
か
ら
積
極
的
に
就
職
活

動
を
し
て
い
く
な
か
で
「
な

に
か
自
分
に
は
合
っ
て
い
な

い
な
。
勉
強
し
て
き
た
こ
と

を
活
か
せ
る
の
は
公
務
員
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
」。

　

北
広
島
市
は
、
札
幌
市
に

も
近
く
立
地
や
流
通
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
ま
ち
。

「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
な
ど

常
に
新
し
い
政
策
に
取
り
組

ん
で
い
て
、
そ
こ
で
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
思
い
就
職
し
ま
し
た
」

　

北
海
学
園
大
の
卒
業
生
の
多

さ
も
働
き
や
す
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。「
仕
事
を
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
る
し
、
卒
業
生
が
多
い
の

は
と
て
も
心
強
い
で
す
。
そ
れ
に

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
」。
休

み
の
日
は
所
属
す
る
サ
ッ
カ
ー

部
の
先
輩
た
ち
と
、
サ
ッ
カ
ー

は
も
ち
ろ
ん
旅
行
に
出
か
け
る

な
ど
、
他
の
部
署
の
人
と
の
交

流
も
楽
し
ん
で
い
る
。

　

就
職
活
動
に
奮
闘
す
る
後
輩

た
ち
に
「
や
り
た
い
こ
と
は
そ

ん
な
に
簡
単
に
は
見
つ
か
ら
な

い
と
思
う
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
Ｏ
Ｂ
訪
問
、
い
ろ
い

ろ
な
業
種
の
企
業
説
明
会
に
参

加
し
て
み
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。
早
く
か
ら
積
極
的
に
動
く

こ
と
で
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
」
と

自
身
の
経
験
を
話
し
、
そ
し
て

最
後
に
呼
び
か
け
た
。

「
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ

う
！
」

大学での学びを活かして公務員に

もん ま りょう た

門間 亮太

北海道北広島市
農業委員会事務局

法学部政治学科
（平成27年度卒・14期生）
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教壇に立って模擬授業

　

教
職
サ
ー
ク
ル
紅
葉
と
教
職

課
程
主
催
の
第
１
回
模
擬
授
業

交
流
会
が
10
月
26
日
に
開
催
さ

れ
た
。

　

当
日
は
、
本
学
３
年
生
５
人

が
授
業
者
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、

生
徒
役
に
は
下
級
生
を
中
心
に

35
人
ほ
ど
の
学
生
が
参
加
。
模

擬
授
業
は
25
分
行
わ
れ
、
生
徒

役
と
し
て
参
加
し
た
学
生
は
、
評

価
シ
ー
ト
に
感
想
や
評
価
を
書

き
込
ん
で
授
業
者
に
渡
し
た
。

　

ま
た
、
教
職
課
程
の
教
員
の

ほ
か
に
４
年
生
も
参
加
し
、
実

習
経
験
を
踏
ま
え
て
授
業
者
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

終
了
後
に
は
参
加
者
同
士
で

歓
談
し
、
教
員
採
用
試
験
に
合

格
し
た
４
年
生
か
ら
試
験
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
姿

も
見
ら
れ
た
。

　

授
業
を
し
た
学
生
か
ら
は
「
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た
が
楽
し

か
っ
た
」「
生
徒
と
教
師
の
両
方

の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
実
際
に
教
え
て

い
た
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
良
か
っ
た
」「
教
育
実
習

で
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
や
指
導
案

の
作
成
に
つ
い
て
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
き
か
れ
た
。

　

サ
ー
ク
ル
紅
葉
の
メ
ン
バ
ー

は
「
今
後
も
継
続
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

教
職
課
程 

模
擬
授
業
交
流
会

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
央

部
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
い
の
歴

史
深
い
国
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に

は
、
美
し
い
陶
器
を
生
み
出
す

窯
元
が
い
く
つ
も
あ
る
。
私
は

２
０
０
３
年
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
陶
芸
を
調
べ
始
め
、
そ
の
奥

深
さ
に
魅
了
さ
れ
て
き
た
。

　

白
地
に
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
や

タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
を
多
用
し

た
細
や
か
な
鳥
、
花
、
ザ
ク
ロ
、

水
差
し
な
ど
の
文
様
を
描
く
陶

器
は
、
主
に
フ
ェ
ル

ガ
ナ
盆
地
の
リ
シ
タ

ン
で
生
産
さ
れ
て
い

る
。
軽
く
丈
夫
な
陶
土
に
恵
ま

れ
た
リ
シ
タ
ン
に
は
数
百
年
に

わ
た
る
陶
芸
の
歴
史
が
あ
り
、

今
で
も
腕
の
良
い
陶
工
親
方
が

数
十
人
い
て
、
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
作
品
を
作
り
出
し
て
い

る
。
こ
こ
が
私
の
調
査
の
原
点

で
あ
り
、
ソ
連
時
代
も
続
い
て

き
た
徒
弟
制
度
や
、
そ
の
中
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
陶
芸
の
守

護
聖
者
へ
の
崇
敬
と
親
方
と
の

深
い
絆
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し

て
き
た
。

　

し
か
し
今
回
の
本
で
は
、
で

き
る
だ
け
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
全

土
の
伝
統
的
な
窯
元
を
紹
介
す

べ
く
、
陶
工
親
方
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
頼
り
な
が
ら
西
の

ホ
ラ
ズ
ム
地
方
、
聖
都
ブ
ハ
ラ

に
近
い
ギ
ジ
ュ
ド
ゥ
バ
ン
、
青

の
都
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、
そ
の
隣

の
ウ
ル
グ
ト
、
首
都
タ
シ
ケ
ン

ト
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
の
グ
ル

ム
サ
ロ
イ
、
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
、

そ
し
て
リ
シ
タ
ン
と
２
週
間
か

け
て
各
地
を
取
材
し
、
プ
ロ
の

写
真
家
に
さ
ま
ざ
ま
な
陶
器
と

親
方
の
姿
を
撮
っ
て
も
ら
っ

た
。
体
力
的
に
は
と
て
も
疲
れ

る
横
断
旅
行
だ
っ
た
が
、
各
地

の
個
性
あ
る
美
し
い
製
品
と
、

そ
れ
に
誇
り
を
持
つ
頼
も
し
い

陶
工
た
ち
に
会
え
た
贅
沢
な
時

間
だ
っ
た
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
近
年
、

更
な
る
発
展
に
む
け
て
多
く
の

国
か
ら
ビ
ザ
な
し
で
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
陶

器
も
刺
繍
製
品
や
絹
織
物
、
木

工
芸
品
な
ど
と
共
に
人
気
の
あ

る
土
産
物
に
な
っ

て
い
る
。
だ
が
安

価
な
粗
悪
品
に
押

さ
れ
て
、
高
品
質
の
陶
器
の
素

晴
ら
し
さ
が
観
光
客
に
知
ら
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の

小
著
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
陶

器
の
美
し
さ
や
、
大
切
な
わ
ざ

を
代
々
伝
え
て
き
た
親
方
た
ち

の
苦
労
が
日
本
の
読
者
に
評
価

さ
れ
、
さ
ら
に
両
国
の
き
ず
な

が
深
ま
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

い
る
。

美
し
い
陶
器
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
職
人
た
ち

を

菊田  悠
経済学部准教授

 きく   た はるか
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準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

 

Ｍ-

Ｐ
Ｒ
Ｏ「
企
業
の
魅
力
発
信
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

 

佐
藤
大
輔
ゼ
ミ
・
今
野
ゼ
ミ
が
入
賞
！

大
学
生
も
の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
生
命
工
学
科
の
３
人 

研
究
成
果
発
表

経営学部
 

第
44
回 

北
の
住
ま
い
住
宅
設
計
コ
ン
ペ

最
優
秀
賞
と
ベ
ス
ト
　
入
賞
10

建
築
学
科
生

（
米
田
浩
志
研
究
室
）

生
の
出
品
も
多
く
、
そ
の
よ
う

な
な
か
か
ら
４
年
生
が
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ
と
は
快

挙
と
い
え
る
。

● 
三
浦
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
豊
か
で
厳
し
い
自
然
環
境
に
あ

る
北
海
道
の
住
宅
は
、
積
雪
荷

重
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
空
気
を
含

ん
だ
雪
を
断
熱
材
と
し
て
捉
え
、

無
落
雪
勾
配
屋
根
に
よ
る
新
し

　

私
た
ち
は
、
札
幌
商
工
会
議

所
な
ど
が
主
催
す
る
Ｍ
─

Ｐ
Ｒ
Ｏ

「
企
業
の
魅
力
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
」に
佐
藤
大
輔
ゼ
ミ
か
ら
出
場

し
、〝Image Change

賞
〟
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
チ
ー
ム
（
４
名
）
は
、

株
式
会
社
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

共
同
で
、
当
社
の
魅
力
を
訴
求
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
当
社
の

魅
力
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
行
い
ま
し
た
。
一
般
に

福
祉
関
連
の
仕
事
は
学
生
な
ど

　

10
月
21
日
、
私
た
ち
「
生
命

工
研
究
同
好
会
（
仮
称
）」
は
、
札

幌
商
工
会
議
所
主
催
の
「
学
生

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
て
研
究
成

果
の
発
表
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

生
命
工
研
究
同
好
会
は
、
工

学
部
生
命
工
学
科
３
年
の
古
澤

惇
平
、
矢
田
部
歩
果
、
福
士
奈

津
希
の
３
人
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
近
年
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
の
原
料
と
し
て
ミ
ド
リ
ム

　

北
海
道
建
築
士
事
務
所
協
会

主
催
の
「
第
44
回
北
の
住
ま
い

住
宅
設
計
コ
ン
ペ
」
に
お
い
て

も
、
同
じ
く
建
築
学
科
米
田
研

究
室
４
年
の
佐
藤
拓
未
さ
ん
と

三
浦
光
雅
さ
ん
の
共
同
作
品
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

● 

佐
藤
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
僕
は
模
型
作
り
が
得
意
な
の

で
、
三
浦
と
話
し
合
い
な
が
ら

模
型
を
作
り
、
改
良
を
加
え
て

は
何
度
も
作
り
直
し
て
完
成
さ

せ
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
三
浦

の
理
論
と
う
ま
く
か
み
合
っ
た

結
果
だ
と
思
う
」

● 

三
浦
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
テ
ー
マ
が
『
映
え
る
』
と
い
う

抽
象
的
な
も
の
。
内
部
に
住
宅

の
白
い
塔
を
建
て
、
廊
下
や
階

段
な
ど
導
線
を
塔
に
巻
き
つ
け

る
よ
う
に
配
置
。
ガ
ラ
ス
の
風

除
室
で
建
物
全
体
を
覆
っ
て
霞

ま
せ
、
相
対
的
に
中
に
い
る
人

が
く
っ
き
り
見
え
て
い
く
様
子

を
『
映
え
る
』
と
考
え
た
」

　

ま
た
、
学
生
住
宅
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
コ

ン
ビ
、
三
浦
さ
ん
と
大
橋
さ
ん

の
共
同
作
品
が
ベ
ス
ト
10
に
入

賞
し
た
。

　

毎
日
新
聞
社
主
催
の
「
第
５

回
学
生
住
宅
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
お
い
て
、
工
学
部
建

築
学
科
米
田
浩
志
研
究
室
の
４

年
・
三
浦
光
雅
さ
ん
と
大
橋
凜

翔
さ
ん
の
共
同
作
品
が
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
は
全
国
の
学
生
が
応
募

す
る
全
国
コ
ン
ペ
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
や
わ
ら
か
い
木
造
の
住

ま
い
」
で
、応
募
数
は
１
６
１
点
。

多
数
の
応
募
の
う
え
に
大
学
院

い
入
れ
子
形
式
の
住

宅
を
考
え
た
。
タ
イ

ト
ル
は
「
雪
灯
籠
」。

雪
が
生
活
者
の
灯
り

と
な
り
な
が
ら
温
熱

効
果
を
し
っ
か
り
保
つ
。
情
緒

的
に
も
機
能
的
に
も
人
々
に
プ

ラ
ス
に
な
る
と
い
う
提
案
が
評

価
さ
れ
た
と
思
う
」

● 

大
橋
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
コ
ン
ペ
の
作
品
制
作
は
、
ア
イ

デ
ア
の
お
も
し
ろ
さ
が
受
賞
に

つ
な
が
る
の
で
、
や
っ
て
い
て

楽
し
い
。
三
浦
と
僕
は
デ
ザ
イ

ン
手
法
が
ま
っ
た
く
逆
で
、
理

論
派
で
コ
ン
セ
プ
ト
の
言
語
化

を
得
意
と
す
る
三
浦
と
、
Ｃ
Ｇ
を

若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
イ
メ
ー

ジ
が
沸
き
に
く
い
た
め
、
人
材

確
保
に
課
題
を
抱
え
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
中
で
私
た
ち
の
チ
ー
ム

シ
が
産
生
す
る
オ
イ
ル
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
背
景

の
も
と
、
そ
の
オ
イ
ル
を
い
か

に
低
コ
ス
ト
で
ミ
ド
リ
ム
シ
か

ら
抽
出
す
る
か
と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
北
海
道
の
寒
冷

は
、
当
社
が
〝
人
と
心
で
繋
が

る
こ
と
〟
を
大
切
に
し
て
働
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
大
き
な

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
先
の
時
代
も
Ａ
Ｉ
が
取
っ
て

代
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
人

間
味
の
あ
る
と
て
も
温
か
い
仕

事
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
当
社

の
価
値
を
見
出
し
た
わ
け
で
す
。

　

企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み

と
い
う
こ
と
で
、企
業
に
素
直
な

意
見
を
ぶ
つ
け
る
難
し
さ
を
感

じ
る
な
ど
様
々
な
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
し
、
自
分
自
身

の
成
長
へ
と
繋
が
る
大
き
な
機

会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

な
気
候
と
温
泉
地
の
お
湯
を
利

用
し
て
ミ
ド
リ
ム
シ
を
凍
結
融

解
さ
せ
る
こ
と
で
、
細
胞
膜
を

破
壊
し
、
ミ
ド
リ
ム
シ
体
内
か

ら
オ
イ
ル
を
抽
出
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
当
日

は
６
大
学
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

道
内
の
企
業
50
社
程
の
前
で
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
発
表
後
に

は
、
学
生
チ
ー
ム
と
面
談
を
希

望
す
る
企
業
が
発
表
さ
れ
、
私

た
ち
も
４
企
業
か
ら
の
面
談
申

し
込
み
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
貴
重
な

経
験
を
活
か
し
、
さ
ら
に
研
究

活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

得
意
と
す
る
自
分
と
の
組
み
合

わ
せ
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ

た
と
思
う
。
授
業
の
設
計
課
題

は
一
人
で
つ
く
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
共
同
制
作
は
す
ご
く
勉

強
に
な
っ
た
」

左から建築学科米田浩志研究室 4 年の佐藤拓未さん、
三浦光雅さん、大橋凜翔さん

ベスト 10 入賞作品「雪明かりを纏う」
三浦光雅さんと大橋凜翔さんの共同作品

第４４回北の住まい住宅設計コンペ
最優秀賞作品「霞む住まい  澄む暮らし」
三浦光雅さんと佐藤拓未さんの共同作品

第５回学生住宅デザインコンテスト
準グランプリ受賞作品「雪灯籠」

三浦光雅さんと大橋凜翔さんの共同作品

《プロフィール》1936年樺太生まれ。ヘアー
サロンオオギヤ経営。日展会友、一水会会員、
北海道美術協会（道展）会員、釧美展会員。
第 2 回釧新郷土芸術賞、道展会友賞、一水
会展一水会賞、一水会展会員佳作賞、日展
入選、釧路市文化奨励賞、釧路市文化賞な
ど多数受賞。

扇谷 章二
2000年度道展出品（油彩100号）
豊平校舎５号館１階
エレベーター正面展示

豊陵会寄贈絵画 10

『赤のコスチューム』

受賞セレモニーにて

ミドリムシの顕微鏡写真
（100 倍）
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保護者懇談会　            内定者が就活のノウハウ語る

─
活
動
は
道
内
、
道
外
？

太
田
：
道
外
が
多
か
っ
た
で
す
。

３
年
の
11
月
頃
か
ら
ト
ー
タ
ル

で
30
社
以
上
の
説
明
会
に
参
加

し
て
、
そ
の
内
、
選
考
を
受
け

た
の
は
５
、６
社
で
す
。
２
社
か

ら
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
。

─
内
定
し
た
会
社
に
出
会
っ
た

の
は
い
つ
頃
で
す
か
？

太
田
：
３
～
４
月
頃
で
、
５
月

の
終
わ
り
に
内
定
が
出
ま
し
た
。

東
京
の
会
社
で
す
が
、
私
が
北

海
道
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
で
、

保護者のための
就職支援勉強会

短
い
期
間
で
選
考
し
て
く
だ

さ
っ
た
よ
う
で
す
。

─
公
務
員
試
験
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
勉
強
を
始
め

た
の
は
い
つ
頃
？

佐
藤
：
２
年
の
秋
か
ら
、
学
内

の
公
務
員
講
座
で
勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
最
初
は
週
１
回
の
講

習
の
あ
と
少
し
復
習
す
る
程
度

で
す
。
本
格
的
に
始

め
た
の
は
３
年
の
４

月
か
ら
で
、
ア
ル
バ

イ
ト
も
辞
め
ま
し
た
。

─
本
格
的
な
勉
強
と

は
ど
の
く
ら
い
の
勉

強
時
間
で
す
か
？

佐
藤
：
一
日
に
６
、７

時
間
は
必
要
か
な
と
。

公
務
員
試
験
は
科
目

数
が
す
ご
く
多
い
の

で
、
い
く
ら
時
間
が

あ
っ
て
も
足
り
ま
せ

ん
。
大
学
の
講
義
で

関
連
す
る
授
業
、
例

え
ば
ミ
ク
ロ
経
済
学

や
マ
ク
ロ
経
済
学
な

ど
も
う
ま
く
利
用
し

て
ま
し
た
ね
。

─
一
日
６
、７
時
間
の

勉
強
を
い
つ
ま
で
続

け
た
ん
で
す
か
？

佐
藤
：
一
次
試
験
が

４
月
か
ら
６
月
な
の

で
、
３
年
生
の
４
月

か
ら
４
年
生
の
６
月

ま
で
で
す
。
直
前
期

の
３
月
は
一
日
10
時

間
以
上
勉
強
し
て
ま
し
た
。
本

当
に
、
食
事
と
お
風
呂
以
外
は

全
部
勉
強
で
す
（
笑
）。

─
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う

保
っ
て
い
た
の
で
す
か
？

佐
藤
：
自
分
が
働
き
た
い
官
庁

の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
り
、
た

ま
に
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
し
て

ま
し
た
ね
。

─
投
げ
出
し
た
く
な
ら
な
い
？

佐
藤
：
投
げ
出
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
す
る
た
め
に
は
、
今
勉
強

す
る
し
か
な
い
な
と
。

─
榮
利
さ
ん
の
勉
強
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
？

榮
利
：
私
は
３
年
の
春
か
ら
学
内

の
公
務
員
講
座
を
受
け
て
、
本

格
的
に
勉
強
を
始
め
た
の
は
10

月
か
ら
で
す
。

─
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
か
ら
で

す
ね
。
一
日
ど
れ
く
ら
い
勉
強

し
て
い
ま
し
た
か
？

榮
利
：
一
日
６
、７
時
間
で
す
。

─
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う

や
っ
て
保
っ
て
い
ま
し
た
か
？

榮
利
：
私
は
家
で
集
中
し
て
勉

強
で
き
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
の

で
、
大
学
の
図
書
館
へ
昼
頃
行
っ

て
、
そ
こ
で
同
じ
公
務
員
試
験

を
め
ざ
し
て
勉
強
し
て
い
る
人

た
ち
を
見
な
が
ら
、
閉
館
ま
で

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な

勉
強
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
自
分

も
頑
張
ろ
う
と
。

─
公
務
員
と
い
っ
て
も
い
ろ
い

ろ
な
職
種
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

こ
を
受
け
る
か
、
い
つ
頃
決
め

ま
し
た
か
？

榮
利
：
３
月
か
ら
４
月
が
出
願

期
間
で
す
が
、
公
務
員
試
験
は

受
験
料
が
無
料
な
の
で
、
日
程

を
見
て
受
け
ら
れ
る
試
験
に
出

願
し
て
い
き
ま
し
た
。
全
部
で

５
～
６
官
庁
を
受
け
て
３
つ
に

合
格
。
国
税
専
門
官
の
他
に
国

家
一
般
職
の
札
幌
出
入
国
在
留

管
理
局
と
北
海
道
か
ら
内
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
な
ぜ
国
税
専
門
官
に
？

榮
利
：
国
税
専
門
官
は
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
一
つ
の

こ
と
を
突
き
詰
め
て
い
く
専
門

職
と
い
う
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感

じ
て
、
最
終
的
に
決
め
ま
し
た
。

─
公
務
員
を
受
け
る
に
あ
た
っ

て
お
金
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
り

ま
し
た
か
？

佐
藤
：
学
内
の
公
務
員
講
座
が

約
６
万
円
、
学
外
の
予
備
校
に
約

30
万
円
、
合
計
で
40
万
円
く
ら

い
で
す
。
学
内
の
講
座
は
他
の

予
備
校
と
比
べ
る
と
格
安
で
す
。

─
や
は
り
学
外
の
予
備
校
に
行

か
な
い
と
受
か
ら
な
い
？

佐
藤
：
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な

く
て
、
僕
は
学
内
の
講
座
と
予

備
校
で
、
自
分
に
あ
っ
た
講
師

を
選
び
た
い
と
思
い
、
両
方
を

受
講
し
ま
し
た
。
だ
い
た
い
半
々

く
ら
い
で
し
た
。
で
す
か
ら
、

学
内
の
公
務
員
講
座
だ
け
で
も

ま
っ
た
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

─
こ
の
高
額
な
費
用
を
誰
が
支

払
っ
た
の
で
す
か
？

佐
藤
：
働
い
て
か
ら
返
す
と
い

う
約
束
で
、
親
か
ら
借
り
ま
し

た
。

─
太
田
さ
ん
は
道
外
で
の
就
活

で
相
当
か
か
っ
た
の
で
は
？

太
田
：
移
動
費
だ
け
で
10
万
円

以
上
、
そ
の
他
現
地
で
の
交
通

費
や
生
活
費
を
合
わ
せ
て
合
計

20
万
円
ほ
ど
で
す
。

─
東
京
で
就
活
を
し
て
い
る
学

生
に
聞
く
と
、
20
万
円
は
安
い

方
だ
と
聞
き
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
や
っ
て
い
た
ん
で
す
か
？

太
田
：
私
は
宿
泊
費
を
お
さ
え

よ
う
と
し
て
、
東
京
で
知
り
合
っ

た
就
活
の
友
だ
ち
の
家
に
泊

ま
っ
た
り
、
就
活
専
用
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
。

─
東
京
で
の
就
職
に
つ
い
て
親

御
さ
ん
は
何
と
？

太
田
：
実
家
は
留
萌
で
す
が
、「
留

萌
に
帰
っ
て
こ
い
」
と
は
言
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
常
々

「
外
に
出
て
頑
張
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
た
の
で
、
理
解
し

て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

─
清
平
さ
ん
も
道
外
で
の
就
職

で
す
が
、
ご
家
族
は
な
ん
と
？

清
平
：
高
校
の
時
か
ら
「
あ
な

た
の
好
き
な
よ
う
に
や
り
な
さ

い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
た
の

で
、「
頑
張
っ
て
き
な
さ
い
」
と

温
か
く
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

─
就
活
に
つ
い
て
誰
か
に
相
談

し
て
い
ま
し
た
か
？

清
平
：
親
に
相
談
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
し
、
就
活
生
同
士

で
相
談
し
合
う
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
同
じ
企
業
を
受
け
て

仲
良
く
な
っ
た
友
だ
ち
や
、
部

活
内
で
も
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

─
親
か
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
っ

た
な
と
感
じ
た
こ
と
は
？ 

逆

に
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て

も
ら
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

清
平
：
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
一
度

も
な
か
っ
た
で
す
。

太
田
：
う
ち
の
親
も
割
と
自
由

に
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
特
に
感
じ
な
か
っ
た

で
す
。
親
は
有
名
な
会
社
と
か

大
手
の
会
社
の
方
が
安
心
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
働
く

の
は
あ
な
た
な
ん
だ
か
ら
、
あ

な
た
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
行
き

な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
ね
。

佐
藤
：
僕
も
親
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
な
く
、
好
き
な
官
庁

に
行
き
な
さ
い
と
。
父
は
単
身

赴
任
で
家
に
年
に
何
回
か
し
か

帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く

れ
た
り
、
母
親
も
常
に
相
談
に

の
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

榮
利
：
私
も
自
由
に
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
不

満
は
全
く
な
か
っ
た
で
す
。
父

は
公
務
員
な
の
で
、
説
明
会
で

は
聞
け
な
い
よ
う
な
リ
ア
ル
な

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ

て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

い
よ
い
よ
就
職
活
動
（
以
下
、

就
活
）
が
活
発
に
な
る
時
期
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
卒
業

後
の
進
路
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

自
分
の
将
来
を
考
え
な
が
ら
、
大

学
生
活
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
経
験

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

10
月
27
日
、
保
護
者
懇
談
会

（
札
幌
）
で
「
保
護
者
の
た
め
の

就
職
支
援
勉
強
会
」
が
開
催
さ

れ
、
就
職
内
定
を
も
ら
っ
た
４

人
の
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就

活
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

─
民
間
企
業
の
就
活
は
い
つ
頃

か
ら
始
め
ま
し
た
か
？

清
平
：
僕
は
３
年
の
11
月
中
旬

で
す
。
準
硬
式
野
球
部
に
所
属

し
て
い
て
、
北
海
道
選
抜
に
選

ば
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
終
わ
っ

て
か
ら
始
め
ま
し
た
。

─
何
か
ら
始
め
ま
し
た
か
？

清
平
：
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、
ま

ず
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。
１
～
２
日
の
短

期
研
修
を
、
全
部
で
15
社
ほ
ど

受
け
て
き
ま
し
た
。

─
企
業
の
選
考
は
い
つ
頃
？

清
平
：
２
月
か
ら
企
業
説
明
会

が
あ
っ
て
３
月
か
ら
選
考
。
15

社
受
け
て
、
内
定
は
６
月
の
２

週
目
ぐ
ら
い
に
出
ま
し
た
。

─
太
田
さ
ん
の
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
？

太
田
：
私
は
２
年
の
終
わ
り
頃

か
ら
始
め
ま
し
た
。
主
に
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
に
か
よ
っ

て
、
民
間
と
公
務
員
の
ど
ち
ら

が
い
い
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。

─
２
年
の
終
わ
り
か
ら
始
め
る

と
い
う
の
は
、
か
な
り
早
い
ス

タ
ー
ト
で
す
ね
。
実
際
に
動
き

出
し
た
の
は
？

太
田
：
３
年
の
８
月
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

  パネラー（就職内定者）

法学部法律学科４年

清
き よ ひ ら

平　智
さとし

内定先：ゼット株式会社
（スポーツ用品の製造・販売）
実家暮らし

司会進行：キャリア支援センター 主任

荒
あ ら か わ

川 恭
きょう

介
す け

（CDAキャリアカウンセラー）

法学部政治学科４年

榮
さ か

利
り

　梢
こずえ

内定先：公務員（国税専門官）
一人暮らし

経済学部地域経済学科４年

佐
さ

藤
と う

　匠
 たくみ

内定先：公務員
実家暮らし

人文学部英米文化学科４年

太
お お

田
た

 博
ひ ろ

子
こ

内定先：株式会社 TMJ
（アウトソーシングサービス）
一人暮らし

学生と保護者のための

就職活動情報

早
め
の
情
報
収
集
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
用

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

多
額
の
就
活
費
用

将
来
見
据
え
計
画
的
に

親
の
理
解
と
助
言
が

就
活
へ
の
力
に

　

民
間
企
業
志
望
者
向
け
へ
の
現
役
学
生

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
が
公
認
す
る
団
体
で
す
。
就
活

を
終
え
た
内
定
者
が
、
実
際
の
体
験
か
ら

就
活
の
実
情
や
流
れ
を
伝
え
、
明
確
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
て
る

よ
う
に
支
援
。
個

別
相
談
や
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
面
接
な

ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９
月

10
日
～
12
日
の
３
日
間
で
「
首
都
圏
企

業
訪
問
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
学
生
９
名

（
男
４
、
女
５
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
３
日
間
で
企
業
７
社
を
訪

問
、
就
活
イ
ベ
ン
ト
２
つ
に
参
加
し
ま
し

た
。
学
生
か
ら
積
極
的
に
人
事
担
当
者
へ

質
問
し
、
業
界
・
企
業
研
究
に
役
立
つ
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
目

に
は
３
社
の
人
事
担
当
者
と
模
擬
面
接
を

行
い
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
を
味
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
日
目
の
夕
食
は
、

首
都
圏
で
働
く
若
手
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
と

の
懇
談
会
が
開
か
れ
、
熱
く
夢
を
語
る
先

輩
か
ら
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

民
間
は「
ミ
ナ
ト
コ
ム
ジ
ュ
ニ
ア
」

首都圏企業訪問ツアー先輩が合格への秘訣を伝授
2019年度 GIPインターンシップ協力企業一覧

インターンシップ
過去5年間実績

企業名　民間（文理不問）
JAL グループ
ＳＭＢＣ日興証券
アクセンチュア
イオン北海道 /マックスバリュ北海道
エヌ・ティ・ティ・システム開発
オカモトグループ
グローヴエンターテイメント
ダンロップタイヤ北海道
トヨタカローラ札幌
トヨタ部品北海道共販
ニンジニアネットワーク
ヤマチユナイテッド
NTT 東日本－北海道
アセットプランニング
イーストン
エイチ・アイ・エス
エス・イー・ジャパン（キャリぷら plus 北海道）
エッセ
エフエムくしろ
オリジナルＨＯＴＴａ
キャスト
サカイ引越センター
ジェイ・ブロード
ディスコ札幌支社
ニトリ
バーニッシュカンパニー
パル・コーポレーション
ビッグ
プロコム北海道
ほくやく・竹山ホールディングス
ホットハウス
ホンダカーズ南札幌
マイナビ
もりもと
井上技研
京王プラザホテル札幌
十勝毎日新聞社
常口アトム
東横イン
北海道アルバイト情報社
九州電力
札幌トヨペット
三井住友海上火災保険
出口秀樹税理士事務所

創和プロジェクト
損害保険ジャパン日本興亜
大学生協事業連合北海道地区
第一生命保険
鶴雅リゾート
渡辺パイプ
独立行政法人国際協力機構北海道センター
日本生命保険相互会社
日本労働組合総連合会北海道連合会
北海学園大学キャリア支援センター
北海道中央バス
北海道労働金庫
北海道労働組合総連合
北雄ラッキー
明治安田生命保険相互会社
㈲エイチ・ビー・エヌ
企業名　公務員（文理不問）
札幌地方裁判所
愛知県庁
旭川市
遠軽町
横浜市
岩見沢市
釧路市
厚生労働省北海道労働局
国土交通省北海道開発局
国土交通省国土地理院
財務省北海道財務局
法務省札幌法務局
市立小樽図書館
自衛隊札幌地方協力本部
室蘭市
小樽市
小樽市総合博物館
帯広市
稚内市
東川町
苫小牧市
函館市
農林水産省北海道森林管理局
北海道庁
北広島市
名古屋市
企業名　民間（工学部のみ）
ＤＮＰグループ

SOC
ニチレキ
アジェンダ
アドヴアンスト・ソフト・エンジニアリング
エスイーシー
エムオーテック
サッコウケン
ジャパンテクニカルソフトウェア
つうけん
ドーコン
フォレステック
構建設計事務所
砂子組
水工技研
早水組
丸彦渡辺建設
岩倉建設
岩田地崎建設
建装工業
戸田建設
札建工業
三井住建道路
山﨑建設
大成建設
中井聖建設
日本アイビーエム・ソリューション・サービス
菱中建設
福山醸造
北王コンサルタント
北海道NSソリューションズ
北海道不二サッシ
北土建設

年
2019
2018
2017
2016
2015

社数
120
152
139
129
119

学生数
491
592
593
443
449

　

公
務
員
試
験

現
役
合
格
の
４

年
生
が
、
後
輩

の
合
格
を
サ

ポ
ー
ト
。
30
年

以
上
継
続
し
て

い
る
学
生
同
士

の
勉
強
会
を
運

営
す
る
他
、
相
談
会
や
資
料
の
作
成
・
配

布
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

同
じ
学
生
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
自
身

の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
後
輩
た
ち
へ
と
伝

え
て
い
き
ま
す
。

公
務
員
は「
公
務
員
試
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
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英
語
に
い
つ
も
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は

会
話
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

週
末
に
は
、
一
緒
に
ウ
ォ
ー

タ
ン
ト
ン
で
山
登
り
を
し
、

カ
ル
ガ
リ
ー
で
買
い
物
を
楽

し
む
こ
と
や
、
世
界
遺
産
も

見
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
娘
の
よ
う
に
私
を
気
遣
っ

て
く
れ
る
カ
ナ
ダ
の
家
族
と

出
会
え
て
、
本
当
に
幸
せ
で

し
た
。

　

最
初
は
不
安
が
大
き
か
っ

た
の
で
す
が
、
勇
気
を
出
し

て
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
学
校
で
も

毎
日
が
本
当
に
刺
激
的
で
充

実
し
て
い
て
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
私
の
人
生

の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い
最
高
の

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　　

道
が
企
業
や
個
人
か
ら
寄

付
金
を
募
り
若
者
の
海
外
へ

の
挑
戦
を
応
援
す
る
「
ほ
っ

か
い
ど
う
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ

募
金
」
の
２
期
生
と
し
て
、

昨
年
10
月
か
ら
10
カ
月
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
て

い
た
伊
藤
さ
ん
が
帰
国
し

た
。（
学
報
１
１
５
号
８
面
）

▲
▼  

▲
▼  

▲
▼

　

語
学
学
校
で
の
学
び
や
世

界
最
大
級
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ

教
育
施
設
Ｉ
Ｍ
Ｇ
ア
カ
デ

ミ
ー
の
視
察
、
テ
ニ
ス
の
国

際
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
こ
の
10
カ
月

間
は
と
て
も
刺
激
的
で
、
た

く
さ
ん
の
経
験
と
出
会
い
が

あ
っ
た
。

　
「
僕
が
こ
の
留
学
で
心
が

け
て
い
た
こ
と
は
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
友

だ
ち
づ
く
り
を
重
視
し
ま
し

た
」。
国
も
違
え
ば
文
化
も

違
う
。
世
界
中
の
人
た
ち
と

関
わ
る
な
か
で
「
自
分
の
常

識
が
、
他
国
の
人
に
と
っ
て

は
普
通
で
は
な

い
」
と
い
う
こ

と
を
知
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と

に
疑
問
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
あ
ま
り

馴
染
み
の
な

か
っ
た
宗
教
問

題
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
差
別
問
題
、
環
境
問
題
へ

の
意
識
の
高
さ
に
も
驚
き
、

視
野
が
広
が
っ
た
。

　

一
方
で
「
日
本
人
と
い
う

だ
け
で
好
意
的
に
受
け
入
れ

て
も
ら
え
ま
し
た
。
日
本
の

国
民
性
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化

や
食
な
ど
す
ご
く
愛
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
」。
日
本
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
自

ら
折
り
紙
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
、
お
好
み
焼
き
、
寿
司

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
主
催
し

て
、
積
極
的
に
日
本
の
良
さ

を
伝
え
た
。

▲
▼  

▲
▼  

▲
▼

　

ア
メ
リ
カ
の
テ
ニ
ス
国
際

大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
お
客
様

の
案
内
や
、

選
手
に
水
を

渡
し
た
り
、
練
習
コ
ー
ト
の

予
約
管
理
も
体
験
。
プ
ロ
テ

ニ
ス
選
手
を
は
じ
め
Ｎ
Ｂ
Ａ

選
手
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

も
利
用
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｇ
ア
カ
デ

ミ
ー
で
は
、
選
手
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
を
実
際
に
見
て
学
ん

だ
。
ま
た
、
錦
織
圭
選
手
と

の
出
会
い
と
い
う
サ
プ
ラ
イ

ズ
も
あ
り
、
充
実
し
た
２
週

間
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
留
学
を
振
り
返
っ

て
「
た
く
さ
ん
の
新
し
い
考

え
を
知
っ
て
視
野
が
広
が

り
、
ど
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
良
い
ん
だ
な
と

自
信
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
世
界
中
の
人
た
ち
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

た
こ
と
で
、
僕
は
人

が
好
き
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
」。

伊
藤
さ
ん
は
、
テ
ニ

ス
の
国
際
大
会
を

北
海
道
に
誘
致
す

る
と
い
う
夢
に
向

か
っ
て
一
歩
ず
つ

前
に
進
ん
で
い
る
。

テニス国際大会でのボランティア活動

積極的にコミュニケーションをとり友だちに

全米で最も美しい白砂のシエスタビーチ

第
３
回
北
海
学
園
大
学

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

優勝した経済学部３年・杉本優さん

　

十
月
祭
初
日
の
10
月
12

日
、
図
書
館
４
階
で
学
生
部

主
催
の
第
３
回
北
海
学
園
大

学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
が
開
催

さ
れ
、
経
済
学
部
地
域
経
済

学
科
３
年
杉
本
優
さ
ん
が
紹

介
し
た
『
戦
う
広
告
』（
小
学

館
）
が
見
事
チ
ャ
ン
プ
本
に

選
ば
れ
た
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
発

表
者
た
ち
が
お
も
し
ろ
い
と

思
う
本
１
冊
を
５
分
で
紹
介

し
、
参
加
者
全
員
が
一
番
読

み
た
い
と
思
っ
た
本
に
一
票

を
投
じ
て
「
チ
ャ
ン
プ
本
」

を
決
め
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
。

　

杉
本
さ
ん
は
、
高
校
１
年

の
時
か
ら
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

で
10
回
ほ
ど
発
表
し
て
お

り
、
本
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

に
も
第
１
回
か
ら
参
加
。「
入

賞
も
優
勝
も
今
回
が
初
め
て
。

ず
っ
と
や
っ
て
き
て
良
か
っ

た
。
こ
の
本
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
喜

び
を
語
る
。

　

そ
し
て
、「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
の
魅
力
は
〝
本
と
の
出
会

い
〟。
僕
は
知
ら
な
か
っ
た
お

も
し
ろ
い
本
を
た
く
さ
ん
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。も
っ

と
多
く
の
人
に
、
こ
の
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
来
年
は
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
！
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

今
回
の
発
表
者
は
10
人
。

５
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
予
選

を
行
い
、
上
位
２
人
、
計
４

人
が
決
勝
戦
へ
と
進
ん
だ
。

ど
の
発
表
か
ら
も
本
へ
の
熱

意
が
伝
わ
り
、
来
場
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

■　
　

■　
　

■

■
杉
本
さ
ん
が
紹
介
し
た 

  

チ
ャ
ン
プ
本
紹
介

『
戦
う
広
告
─
雑
誌
広
告
に

見
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
』

若
林
宣 

著（
小
学
館
）

「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５

年
ま
で
の
雑
誌
広
告
３
５
０

点
を
写
真
で
紹
介
。
戦
況
が

進
む
に
つ
れ
て
表
現
が
変
化

し
、
当
時
の
経
済
や
産
業
、

生
活
の
苦
し
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
例
え
ば
、
え
ん
ぴ
つ

の
広
告
で
『
ス
パ
イ
に
ご
用

心
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
。
終
戦
間
近
に
は
『
国

民
総
特
攻
』
と
い
う
コ
ピ
ー

も
見
ら
れ
、
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

る
」

本との出会いの場 ぜひ一度観戦を

世界を知り、視野が広がった。
経営学部経営学科２年 伊

い

藤
と う
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積
極
的
に
友
だ
ち
づ
く
り	

異
文
化
に
驚
き
も

　

こ
の
留
学
を
楽
し
め
た
理
由

の
一
つ
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
恵
ま
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
最
初
は
会
話
が
理
解
で
き

ず
、
言
い
た
い
こ
と
も
伝
え
ら
れ

な
く
て
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た

で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
積
極
的

に
家
族
と
リ
ビ
ン
グ
で
過
ご
し
、

犬
の
散
歩
や
買
い
物
に
も
つ
い

て
行
き
、
な
る
べ
く
一
緒
に
過
ご

す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
の
未
熟
な

　

私
は
８
月
20
日
か
ら
約
３
週

間
、
ロ
シ
ア
の
古
都
で
あ
る
ヴ
ラ

ヂ
ー
ミ
ル
へ
留
学
し
ま
し
た
。
授

業
の
み
で
な
く
ダ
ー
チ
ャ

（
ロ
シ
ア
流
別
荘
）
や
モ
ス

ク
ワ
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
常
識
は
日
本

と
は
ま
る
っ
き
り
違
っ
て

い
て
、
水
道
水
は
飲
め
な

い
、
バ
ス
の
時
刻
表
が
な

い
、
駅
の
ト
イ
レ
は
有
料
、

小
さ
い
店
で
は
偶
に
お
釣

り
が
返
っ
て
こ
な
い
…
等
、

初
め
は
戸
惑
う
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
不
便
な

く
ら
し
の
中
、
自
分
で
考

え
工
夫
す
る
と
い
う
、
必
要
以

上
に
便
利
に
な
っ
た
日
本
で
は

身
に
つ
き
得
な
い
力
が
付
い
た

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
で
出
会
っ
た
様
々

な
ロ
シ
ア
人
が
、
温
か
く
歓
迎

し
て
く
だ
さ
り
、
時
に
は
助
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
は
間
違
い
な
く
自
分

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
で

し
た
。
こ
の
留
学
に
よ
り
多
く

考
え
、
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分

の
大
き
な
財
産
で
す
。

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

経
営
学
部
の
海
外
総
合
実
習

（
Ｋ
Ｓ
Ｊ
）
は
、
カ
ナ
ダ
現
地
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
成
長
を
実
感
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
北
海
道
企

　

今
年
も
夏
休
み
を
利
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
外
研
修
が
実

施
さ
れ
た
。
参
加
学
生
た
ち
の
体
験
記
を
紹
介
す
る
。

業
の
リ
サ
ー
チ
で
は
、
新
聞
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
必

要
な
情
報
を
抜
き
出
す
情
報
収

集
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

準
備
で
は
、
言
語
や
価
値
観
が

違
う
相
手
に
対
し
て
伝
え
る
情

報
伝
達
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
の

企
業
向
け
に
英
語
資
料
を
用
意

す
る
と
き
や
、
現
地
で
の
発
表

の
際
に
は
、「
こ
れ
だ
け
は
伝
え

た
い
！
」
と
い
う
目
標
を
各
自

で
決
め
、
訴
求
力
や
伝
達
力
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
た
。
ど
の
力
も
社
会
に
出
た

時
に
は
必
須
で
す
。
Ｋ
Ｓ
Ｊ
は

大
学
２
年
生
と
い
う
時
期
に
社

会
人
基
礎
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
留
学
で
し
た
。
こ
の
貴

重
な
経
験
を
共
有
し
て
く
れ
た

メ
ン
バ
ー
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
誰
よ
り
も
こ
の
留

学
を
応
援
し
て
く
れ
た
親
に
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
た
い
で
す
。

 

人
文
学
部 

英
米
文
化
特
別
演
習

カ
ナ
ダ・レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

 

学
生
交
流
事
業
・
夏
期
海
外
研
修

ロ
シ
ア・ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
大
学

 

経
営
学
部 

海
外
総
合
実
習

カ
ナ
ダ
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
学

 

私
の
素
敵
な
ホ
ス
ト  

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
日
々

 

ロ
シ
ア
で
得
た
も
の

 

社
会
人
基
礎
力
向
上
を   

 

実
感
で
き
た
留
学

 

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
２
年

光み
つ

藤ふ
じ 

七な
な

海み

 

法
学
部
政
治
学
科
４
年

神か
み

谷や 

里り

奈な

 

経
営
学
部
経
営
学
科
２
年

佐さ

藤と
う 

結ゆ
い

夏かプレゼンテーションの様子

レスブリッジ大学トレーナーを着て友だちと

モスクワ・ВДНХ ( 全ロシア博覧センター前 ) にて

　

８
月
23
日
か
ら
26
日
の
間
に
、

国
後
島
へ
ビ
ザ
な
し
訪
問
を
し

ま
し
た
。
国
後
島
で
は
、
墓
参

り
や
町
の
視
察
な
ど
を
し
ま
し

た
。
町
に
は
図
書
館
や
幼
稚
園
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館

な
ど
が
あ
り
、
ど
の
施
設
も
住

民
が
よ
く
利
用
し
、
人
気
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
的
な
古
い
建

物
が
多
く
立
ち
並
ん
で
い
る
の

を
見
ま
し
た
。
島
で
は
近
年
道

路
の
工
事
が
行
わ
れ
、
町
の
は

ず
れ
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
舗

装
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
島

の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
し
か
し
食
料
品
や
日

用
雑
貨
な
ど
の
店
の
品
揃
え
は

最
低
で
、
必
ず
し
も
島
の
開
発

が
市
民
生
活
と
は
結
び
付
い
て

い
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
容
易
に
外
部
の
人
間

が
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い

場
所
な
の
で
、
見
た
限
り
、
観

光
客
が
買
う
よ
う
な
お
土
産
は

一
切
売
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

写
真
は
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

時
の
も
の
で
す
。
お
い
し
い
ロ

シ
ア
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。
と

て
も
貴
重
な
経
験
を
得
た
と
思

い
ま
す
。

ホームビジットにて

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
４
年

岸き
し

田だ 

あ
り
さ

島
の
現
状
と
人
々
の
生
活

 

北
方
領
土
訪
問  

ビ
ザ
な
し
交
流〈
国
後
島
〉

 

学
生
交
流
事
業
・
夏
期
海
外
研
修

韓
国
・
大
田
大
学
校 

 

工
学
部
社
会
環
境
工
学
科
１
年

蔵く
ら
し
げ重 

夏な
つ

生き

　

私
は
、
今
回
の
留
学
を
通
し
て

様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
語
学
を
学
ぶ
う
え
で

は
、
授
業
は
勿
論
重
要
で
す
が
、

特
に
現
地
で
買
い
物
を
し
た
り
、

バ
ス
に
乗
っ
た
り
、
料
理
を
注

文
し
た
り
、
生
活
す
る
中
で
「
会

話
」
の
知
識
や
能
力
、
経
験
が

語
学
力
を
身
に
つ
け
る
秘
訣
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
韓
国
語
を
大
学
か
ら
勉

強
し
始
め
た
ば
か
り

の
初
心
者
な
の
で
、

初
め
は
留
学
に
行
く

べ
き
か
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
実
際
、
留
学

は
楽
し
く
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
初
心
者
だ
か

ら
」「
苦
手
だ
か
ら
」

こ
そ
、
そ
こ
で
一
歩

踏
み
出
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
知
ら
な

か
っ
た
自
分
や
、
新

し
い
世
界
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

留
学
の
醍
醐
味

韓服を着て韓国の文化に触れる

▽
８
月
９
日 

公
益
財
団
オ
イ
ス
カ

北
海
道
支
部
幹
事　

石
川
隆
氏

▽
８
月
29
日 

ド
イ
ツ
大
使
代
理 

ク
ラ
ウ
ス 

フ
ィ
ー
チ
ェ
氏
、
他
２
名

▽
８
月
28
日 

株
式
会
社
紀
伊
國
屋

書
店
営
業
部
長
、
他
２
名

▽
９
月
25
日 

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
交
換
教
員　

ブ
ー
ド

ロ
ー 

ロ
バ
ー
ト
教
授　

着
任
挨
拶

▽
10
月
３
日 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

名
誉
教
授　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ 

Ｗ 

グ

ラ
ー
フ
氏

▽
10
月
12
日 

株
式
会
社
ナ
シ
オ
相

談
役　

名
塩
良
一
郎
氏

▽
10
月
12
日 

ク
リ
プ
ト
ン 

・

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
株
式

会
社
代
表
取
締
役　

伊
藤
博
之
氏

▽
10
月
24
日 

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

副
学
長 

ヘ
イ
キ
ン 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー

氏
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長 

パ
ン 

ポ
ー
ル
氏

▽
10
月
25
日 

北
海
学
園
大
学
同
窓

会
関
西
支
部
長 

大
久
保
明
男
氏

▽
10
月
30
日 

岡
山
理
科
大
学
教
授　

福
原
実
氏

▽
11
月
８
日 

鶴
賀
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
代
表
取
締
役
社
長 

大
西
雅
之

氏
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２
０
１
９
年
度
保
護
者
懇
談

会
が
９
月
21
日
・
22
日
に
函
館

会
場
、
10
月
５
日
・
６
日
に
旭

川
会
場
、
10
月
19
日
・
20
日
に

帯
広
会
場
、
10
月
26
日
に
山
鼻

　

第
68
回
十
月
祭
が
10
月
12
日

か
ら
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
令
和

元
年
十
月
祭
!
お
も
し
れ
ー

わ
!!
」。
歴
史
に
残
る
令
和
元
年

の
十
月
祭
を
成
功
さ
せ
、
北
海
学

園
大
学
の
す
べ
て
の
人
と
、
来

て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
お
客

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
気
持
ち
を
シ
ン
プ
ル
に

表
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
、
10
月
27
日
に
豊

平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
た
。

　

参
加
者
数
は
、
函
館
会
場
で

20
組
26
名
、
旭
川
会
場
で
32
組

41
名
、
帯
広
会
場
で
32
組
44
名
、

　

各
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
に
よ
る

模
擬
店
を
は
じ
め
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
や

第
２
回
Mr.
北
海
学
園
コ
ン
テ
ス

ト
、
体
育
館
で
は
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
や
吹
奏
楽
演
奏
会
な
ど
が

催
さ
れ
、
学
内
外
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
た
。

　
●　
　

●　
　

●

　

工
学
祭
は
10
月
12
日
か
ら
２

日
間
の
日
程
で
開
催
。
今
年
は
ス

テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
装
飾
に
も

力
を
入
れ
た
。
ゲ
ー
ム
大
会
や

ビ
ン
ゴ
大
会
の
ほ
か
、
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
の
演
技
が
披
露
さ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

２
０
１
９
年
度 

保
護
者
懇
談
会

 

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン

 

キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
催

札幌会場での就職支援勉強会

　

本
学
で
は
２
、３
年

生
を
対
象
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
テ
ス
トGPS-

Academic

を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

GPS-Academic

と

は
社
会
か
ら
強
く
求
め

ら
れ
る
「
問
題
を
解
決

す
る
能
力
」
に
つ
い
て

「
批
判
的
思
考
力
」「
協

働
的
思
考
力
」「
創
造

的
思
考
力
」
の
３
つ
の

視
点
で
測
定
す
る
テ
ス

ト
で
す
。

　

設
問
は
、
多
面
的
な

分
析
が
で
き
る
よ
う

「
客
観
評
価
」「
主
観

評
価
」「
学
生
意
識
ア

ン
ケ
ー
ト
」
で
構
成
さ

れ
、
最
終
的
な
分
析
結

果
は
学
生
一
人
ひ
と
り

に
「
個
人
結
果
レ
ポ
ー

ト
」
と
し
て
返
却
さ
れ

ま
す
。

　

今
年
の
２
年
生
は

１
５
６
３
名
、
３
年
生

は
１
４
２
９
名
が
受
検

を
し
ま
し
た
。

　

GPS-Academic

は

大
学
の
学
び
が
自
身
の

成
長
に
ど
の
よ
う
に
繋

が
っ
て
い
る
の
か
を
知

る
良
い
機
会
と
な
り
、

さ
ら
に
は
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
繋
が
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

す
。

　

北
海
学
園
大
学
は
今

後
も
こ
の
よ
う
な
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
通
し
て
学

生
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

11
月
24
日
、
本
学
２
０
２
０

年
度
特
別
入
試
が
実
施
さ
れ
た
。

出
願
数
は
、
１
部
４
５
１
人
、
２

部
２
２
５
人
、
合
計
６
７
６
人
、

前
年
度
比
１
１
３
・
４
％
（
80
人

増
）
だ
っ
た
。
18
歳
人
口
の
減

少
な
ど
大
学
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

が
、
本
学
特
別
入
試
出
願
者
は

昨
年
比
10
％
増
加
し
た
。

２
０
２
０
年
度

特
別
入
試
速
報

特別入試出願状況
（推薦、社会人、留学生他）

入試
年度 1部計2部計 合計 前年度比
平成
30年度
平成
31年度

394 174 568 97.3%

425 171 596 104.9%
2020
年度 451 225 676 113.4%

2/23（日）

2 / 9 （日）

2/10 （月）

2/10 （月）

2/11（火）

2/11（火） 1/18（土）
1/19（日）

本学での
個別学力
試験は行
いません

2/12（水）

2/12（水）

2 / 9 （日）

2/10 （月）

2/11（火）

2 / 9 （日）

2/10 （月）

2/11（火）

2/23（日）1/ 4（土）～1/27（月）

出願期間試験日
学  部 学  科

経営学部

人文学部

工 学 部

経 営 学 科

経営情報学科

日本文化学科

英米文化学科

社会環境
工 学 科

建 築 学 科

電子情報工学科

生 命 工 学 科

（法律学科・政治学科）
法 学 部

社会環境
コ ー ス
環境情報
コ ー ス

合格発表
一般入試 センター

利用入試一般入試 センター
利用入試

大 学 入 試
センター試験

一般入試 センター
利用入試

一般入試と大学入試センター試験利用入試

【郵送受付】

消印有効

1/ 4（土）～1/28（火）
【窓口受付】

午後4時締切

1/ 4（土）～1/29（水）
【郵送受付】

消印有効

1/ 4（土）～1/30（木）
【窓口受付】

午後4時締切

2/13 （木）～3/ 6（金）
【郵送受付】

消印有効

2/13 （木）～3/7（土）
【窓口受付】

正午締切

＊

（経済学科・地域経済学科）
経済学部＊

3/18（水）

※経済学部・法学部は｢学部｣単位での募集とし、学科は1年次末に決定します。

2/29（土） 3/14（土）

学　部 学　　科

経営学部１部
経済学部 2 部

経営学部 2 部
経 営 学 科 ・ 経営情報学科
経 済 学 科 ・ 地域経済学科

経 営 学 科

面 接 方 式
小論文方式

法律学科・政治学科法 学 部 2 部

出願期間試験日 合格発表
社会人特別入試【Ⅱ期】

2/13（木）～2/20（木）消印有効
【郵送受付】

2/13（木）～2/21（金）午後4時締切
【窓口受付】

＊

＊

一般入試・大学入試センター試験利用入試・社会人特別入試Ⅱ期令和２年度 入試日程
※詳細は募集要項でご確認ください。URL https://www.hgu.jp/

Ⅰ　期

経済学部２部を除く
全学部で実施。

Ⅱ　期

１部の全学部と
人文学部２部で実施。

Ⅰ　期

Ⅱ　期

　

株
式
会
社
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「
大
学
ス

マ
ホ
・
サ
イ
ト 

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

調
査
２
０
１
９
─
２
０
２
０
」
に

お
い
て
、
本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

が
全
国
第
３
位
〔
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
〕
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
全
国
の
国
立
・
公
立
・

私
立
大
学
２
６
０
サ
イ
ト
を
調

査
対
象
と
し
て
、
使
い
や
す
さ

　

２
０
１
９
年
９
月
４
日

か
ら
「
北
海
学
園
大
学
公

式Tw
itter

ア
カ
ウ
ン

ト
」
の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
公
式Tw

itter

で

は
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
そ
の

日
に
あ
っ
た
出
来
事
な
ど
、

北
海
学
園
大
学
の
〝
今
〟

を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
運
用
を
開
始
し

て
か
ら
２
カ
月
で
35
万

イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
記

事
が
見
ら
れ
た
回
数
）
を

超
え
、
順
調
に
運
用
が
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。Tw

itter

で
は
大
学

公
式
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や

Facebook

で
は
取
り

上
げ
な
い
よ
う
な
大
学
の

日
常
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
に

役
立
つ
よ
う
な
情

報
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
公
式

Tw
itter

の
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

の
観
点
か
ら
大
学
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
サ
イ
ト
を
８
つ
の
診

断
指
標
の
下
、
合
計
で
48
の
審

査
項
目
で
評
価
す
る
も
の
で
す
。

今
後
も
使
い
や
す
さ
の
維
持
・

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
一
層
、

多
く
の
情
報
を
ご

提
供
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

名古屋市立大学

総合ランキング（2019）

東京工科大学
北海学園大学
明治学院大学
崇城大学
東京工芸大学
神戸市外国語大学
静岡県立大学
長崎県立大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 国際基督教大学

96.25
94.48
88.11
82.06
78.25
76.67
76.56
75.37
74.92
74.73

順位 大学名 総合スコア

京都先端科学大学
東京都市大学
福山大学
駒沢女子大学
実践女子大学

11
12
13
14
15

74.25
73.06
72.53
71.32
71.27

「
大
学
ス
マ
ホ
・
サ
イ
ト 

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
」

本
学
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト 

全
国
第
３
位
！

北海学園大学公式
Twitter（ツイッター）運用開始!!

第 2回
大学院進学説明会

12 月７日（土）
午後 1 時〜

豊平校舎６号館校舎

第
68
回 

十
月
祭

第
48
回 

工
学
祭

アセスメントテストGPS-Academic実施

　

し
っ
か
り
と
し
た
進
路
へ

の
意
識
や
進
学
意
欲
が
あ
れ

ば
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
関

わ
ら
ず
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校

に
進
学
で
き
る
よ
う
、
令
和

２
年
４
月
か
ら
国
の
「
高
等

教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
学
は
、そ
の
対
象
校
（
確

認
大
学
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
制
度
に
は
、

授
業
料
と
入
学
金
の
免
除
ま

た
は
減
額
、
給
付
型
奨
学
金

（
返
還
が
不
要
な
奨
学
金
）
の

２
つ
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
在
学
中
の
人
も
、
条

件
を
満
た
せ
ば
支
援
を
受
け

ら
れ
る
の
で
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
手
続
き
方
法
】（
新
制
度
申

請
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
）

①
事
前
に
調
べ
る

 

ま
ず
は
、
自
分
が
新
制
度

の
対
象
と
な
る

か
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

②
説
明
会
に
参
加
す
る

 

今
年
度
の
説
明
会
は
終
了
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
出
席
し
て

い
な
い
学
生
は
、
新
年
度
の

学
生
部
主
催
在
学
生
ガ
イ
ダ

ン
ス
（
３
月
末
）
に
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
請
す
る
：
書
類
提
出
・

ネ
ッ
ト
入
力
な
ど
方
法
に

つ
い
て
は
説
明
会
で
案
内

し
ま
す
。

本
学
が
対
象
校（
確
認
大
学
）に

よ
り
多
く
の
人
が

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

国の「高等教育の修学支援新制度」 
2020年 4月スタート !

授業料・入学金の
免除・減額

給付型奨学金の
支給＋

［対象］住民税非課税世帯・準ずる世帯の学生

札
幌
会
場
（
山
鼻
・
豊
平
）
で

２
７
８
組
３
９
５
名
で
あ
っ
た
。

　

保
護
者
の
方
々
か
ら
は
「（
学

生
生
活
や
学
習
内
容
に
つ
い
て
）

具
体
的
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
安
心
し
た
」、「
１
年
生
の
保

護
者
と
し
て
、
こ
の
先
の
見
通

し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
」、「
就

　

函
館
・
旭
川
・
帯
広
の
保
護
者

懇
談
会
初
日
（
土
曜
）
に
は
、
受

験
生
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
、

３
会
場
合
わ
せ
て
75
人
が
来
場

し
た
。
各
学
部
の
説
明
や
個
別

相
談
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

職
支
援
勉
強
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
と
て
も
参
考

に
な
っ
た
」（
６
面
参
照
）
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ご
多
用
の
中
、
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

函館会場

十月祭のオープニング

工学祭で披露されたチアリーディング部の演技

人文学部・大谷通順教授

旭川会場 帯広会場

　

第
21
回
人
文
学
の
挑
戦
「『
麻

雀
の
誕
生
』
を
語
る
」
が
11
月

３
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
札
幌
本
店

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
人

文
学
部
・
大
谷
通
順
教
授
。
各

国
で
遊
ば
れ
て
い
る
麻
雀
ゲ
ー

ム
は
中
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
長
い

歴
史
の
な
か
で
比
較
的
最
近
（
約

１
５
０
年
前
）
に
生
ま
れ
た
も

の
で
、
19
世
紀
後
半
の
時
代
背

景
を
ゲ
ー
ム
の
様
々
な
側
面
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伝
統

的
な
も
の
の
考
え
方
ま
で
も
が

麻
雀
の
道
具
や
遊
戯
法
に
継
承

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
目
に
見
え
る
具
体
例
を

用
い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
21
回 

人
文
学
の
挑
戦


